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郡元キャンパスの農学部前正門付近は、皇太子殿下御手植記念之碑や農学部附属演習林
開山百周年記念石碑、開校80周年樹、奄美の高倉など、本学の様々な歴史を知ることができ
ます。また、春には緒方通りの寒緋桜が満開になり、行き交う人々を楽しませてくれます。

表紙イラスト　持橋 真実（イラストレーター）
鹿児島大学教育学部美術専修卒業。漫画、イラスト、似顔絵、
ロゴ制作など。かわいい、やさしい雰囲気が得意。2014年よ
り吉野温泉、生協コープ玉龍店、下田古民家、下伊敷カフェなどでギャラリーのディレク
ションを行う。2019年鹿児島市『げいじゅつたいけん！かんまちあ』で漫画講師をきっ
かけに、子供や大人向けの漫画講座も行う。

鹿大プラスでは、鹿児島大学インフォメーションセンターで販売している鹿児島
大学の研究・教育活動の成果として完成した商品を紹介します。
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お求め・お問い合わせ先 インフォメーションセンター（鹿児島大学正門横）

鹿大プラス

☎099-285-3864　開館時間：月曜日～金曜日（休日・祝祭日を除く）　９：30～16：30（昼休み13：00～14：00）

今号の表紙「正門での新たな出会い」

「オリジナルマグカップ」

kagoshima_univ.koho

Instagramでも情報発信中！
＊本誌掲載の写真は撮影時のみマスクをはずしています。

mochihashimami

Instagram

　可愛らしい表情のさっつんと「かごんまの色」がコラボ。カラフルな色合いに仕上がりました。ご自宅用や大事な

方への贈り物におすすめです。

価格：580円（税込） 容量：310m l
陶器：10 5×92×80mm  素材：ストーンウェア



【
研
究
成
果
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
阻
害
薬

開
発
研
究
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こ
れ
ま
で
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を

抑
制
す
る
薬
剤
の
同
定
が
可
能
なin vitro

（
※

1
）
抗
ウ
イ
ル
ス
ア
ッ
セ
イ
（
※
2
）
系
を
確
立
し

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
受
性
の
高

いVeroE6/TM
PRSS2

細
胞
な
ど
を
用
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
細
胞
死

の
定
量
や
、
培
養
上
清
中
お
よ
び
感
染
細
胞

内
の
ウ
イ
ル
ス
（
R
N
A
）
量
の
測
定
に
よ
り
、

薬
剤
の
効
果
お
よ
び
細
胞
毒
性
を
評
価
す
る

手
法
で
す
。

こ
れ
ら
の
手
法
を
用
い
、
当
ユ
ニ
ッ
ト
の
所

有
す
る
お
よ
そ
3
0
0
0
種
の
薬
剤
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
を
活
用
し
て
各
種
新
規
薬
剤
の
抗
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
アッ
セ
イ
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
基
に
、
国
内
外
の
大
学
お
よ
び
製
薬
企
業

と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
薬
剤
の
化
学
構
造

の
最
適
化
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
試

験
の
結
果
か
ら
、
臨
床
応
用
の
可
能
性
が
あ

る
薬
剤
に
つ
い
て
、
動
物
試
験
に
よ
り
薬
剤
の

安
全
性
、
効
果
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
1

　

in vitro

：
試
験
管
内
で
、
の
意
。
試
験
管
や
培
養
器
な
ど
の

中
で
体
内
と
同
様
の
環
境
を
人
工
的
に
作
り
出
し
、
薬
物
の
反
応

を
検
出
す
る
試
験

※
2

　ア
ッ
セ
イ
：
薬
剤
の
候
補
（
化
合
物
）
が
薬
に
な
り
う
る
か
を

調
べ
る
た
め
、
細
胞
や
試
験
管
内
等
で
活
性
や
反
応
を
定
住
的
、

ま
た
は
定
量
的
に
測
定
す
る
方
法

【
展
望
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
研
究
の

早
期
展
開
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B
S
L
3
実
験
室
お
よ
び
実
験
設
備
に
お

い
て
、
新
興
・
再
興
ウ
イ
ル
ス
を
安
全
に
取
り

扱
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
施
設
で
は
、

B
S
L
3
設
備
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
専
用

と
し
て
運
用
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
特

化
し
た
研
究
（
※
3
）
を
進
め
る
こ
と
で
、予
防
・

治
療
法
の
開
発
ス
ピ
ー
ド
の
迅
速
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
感
染
症
が

発
生
し
た
際
、
そ
の
封
じ
込
め
に
必
須
で
あ
る

迅
速
診
断
系
の
構
築
が
可
能
と
な
り
、
早
期

の
段
階
に
お
い
て
感
染
症
の
制
御
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

※
3

　同
一
施
設
内
で
未
知
の
部
分
が
多
い
複
数
の
ウ
イ
ル
ス
を
同
時

に
使
用
し
た
研
究
を
行
う
こ
と
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
が
発
生
す

る
可
能
性
も
懸
念
さ
れ
、
非
常
に
危
険
で
す
。

人
材
育
成
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Ｂ
Ｓ
Ｌ
３
施
設
に
お
い
て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
、
危
険
な
病
原
体
取
り
扱
い
法
の

習
得
に
向
け
た
実
践
や
、
学
内
の
各
部
局
と

の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
作

用
機
序
、
副
作
用
な
ど
に
関
す
る
講
義
な
ど

を
行
い
ま
す
。

感
染
症
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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先
端
科
学
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
の
各
ユニッ

ト
、
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究
セ
ン

タ
ー
、
共
同
獣
医
学
部
附
属
越
境
性
動
物
疾

病
制
御
（
T
A
D
）
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
、

多
様
な
感
染
症
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の一翼
を
担

う
こ
と
で
、
全
学
体
制
で
の
感
染
症
研
究
を
総

合
的
に
推
進
し
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
研
究
は
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
激
動
の
世
界

（
６
）〝
科
学
立
国
〞
再
生
へ
の
道
」（
2
0
2
0
年
12
月
20
日
放
送
）

に
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
4
年
度
の
本
事
業
に
よ
り
、
バ
イ
オ

セ
ー
フ
テ
ィ
レ
ベ
ル
3
（
B
S
L
3
）
実
験
室

を
備
え
た
感
染
制
御
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
設
置
が

完
了
し
、
社
会
・
地
域
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D

－

19
）
を
中
心
と
す
る
新
興
・
再
興
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
か
ら
人
々
を
守
る
た
め
の
予
防
・
治

療
法
の
研
究
開
発
や
、
そ
れ
に
携
わ
る
研
究

者
育
成
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
命
科
学
動
物
実
験
ユ
ニ
ッ
ト
、
研
究
支
援

ユ
ニ
ッ
ト
と
の
連
携
協
力
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

共
同
獣
医
学
部
附
属
T
A
D
セ
ン
タ
ー
、
桜
ヶ

丘
地
区
の
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究

セ
ン
タ
ー
、
理
工
学
研
究
科
、
大
学
院
医
歯

学
総
合
研
究
科
、
南
九
州
先
端
医
療
開
発
セ

ン
タ
ー
・
U
R
A
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携
・
協

力
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
協
力
し
合
い
な

が
ら
オ
ー
ル
鹿
児
島
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

研
究
を
推
進
す
る
と
い
う

位
置
付
け
で
す
。

令
和
5
年
度
か
ら
は
、

本
事
業
を
通
じ
て
地
域
や

社
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
の
危
険
な
病
原

体
か
ら
守
る
た
め
の
、
最

先
端
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
す
る
予
防
・
治
療
法

に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
精
力
的
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

【
厳
重
な
安
全
対
策
】

バ
イ
オ
セ
ー
フ
ティ
レ
ベ
ル（
B
S
L
3
）

実
験
室
に
つ
い
て

┃
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┃

B
S
L
3
実
験
室
を
備
え
た
部
屋
は
、
ウ

イ
ル
ス
を
拡
散
さ
せ
な
い
た
め
の
設
備
、
装
置

が
何
重
に
も
備
え
ら
れ
た
、
特
別
な
室
内
で

す
。
市
中
の
大
学
に
お
い
て
ウ
イ
ル
ス
研
究
を

進
め
る
上
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安

心
を
担
保
す
る
た
め
、
厳
重
な
感
染
制
御
対

策
は
最
優
先
課
題
と
し
て
、
万
全
の
対
策
を

施
し
て
い
ま
す
。

特集 鹿児島大学先端科学研究推進センター開設から１年
高度な研究・教育の支援・推進と地域イノベーションへの貢献をめざして

鹿
児
島
大
学
先
端
科
学
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー

開
設
か
ら
１
年
高
度
な
研
究
・
教
育
の
支
援
・
推
進
と

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
貢
献
を
め
ざ
し
て

特
集

令
和
4（
2
0
2
2
）年
4
月
1
日
に
開
設
さ
れ
た
鹿
児
島
大
学
先
端
科
学
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
は
、三
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
そ
の
下
部
部
門
で
構
成
。

高
度
先
端
研
究
機
器
・
設
備
の
一
元
的
管
理
・
運
営
の
ほ
か
、
動
物
実
験
、
遺
伝
子
実
験
、
放
射
線
同
位
元
素
等
を
活
用
し
た
教
育
研
究
の
推
進
・

支
援
、
さ
ら
に
新
興
・
再
興
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
高
度
な
研
究
・
人
材
育
成
等
の
推
進
・
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

感染制御ユニット
感染制御研究部門

岡本 実佳 特任教授

1
2
3
4
5
6
7
8
9

BSL3室内を負圧（マイナス圧）とする
負圧の変動が小さい
扉を開けても室外との空気交流がない
物品の受け渡し時に室外との空気交流がない
汚染された器材は蒸気滅菌器を通じて室外へ
空調機汚染を防ぐため全外気空調方式
空気流入、流出部はHEPAフィルターで防護
バイオハザード対策用安全キャビネットを設置
パスボックスはUV灯照射

バイオセーフティレベル（BSL3）実験室の
危険な病原体を実験区域外へ拡散させない対策

▼

感
染
制
御
研
究
ユ
ニ
ッ
ト

フェナンスリジノン
誘導体

製薬企業とライセン
ス契約を締結し、
臨床試験開始に向
けた安全性試験等
を実施中。

アモジアキン
誘導体

東京理科大学との
共同研究により、
新規に合成された
化合物について、
新型コロナウイルス
に対する効果を検
証中。前臨床試験
開始に向けた開発
候補化合物の選定
を行う予定。

セニクリビロク

研究成果を論文発
表。COVID-19 の
重症化を防ぐ薬剤
の候補として、臨
床試験が行われて
いる。

ビタミンK
誘導体

芝浦工業大学との
共同研究により、
ビタミンＫ誘導体に
ついて、新型コロ
ナウイルスに対する
効果を検証するとと
もに、化学構造の
最適化を実施中。

これまでに、4種類の薬剤（フェナンスリジノン誘導体、アモジアキン誘導体、セニクリビロク、
ビタミンK誘導体）に新型コロナウイルスの増殖を抑制する効果を発見し、6件の特許出願（国
内出願 4件、国際出願 2件）を行った。

培養細胞を用いた新型コロナウイルスに対する抗ウイルス試験系を構築し、当研究室が保有
する薬剤、共同研究先で合成された化合物についてスクリーニングを行った。

新型コロナウイルス阻害薬開発研究における実績

※BSL3実験室使用においては、暗証番
号や指静脈照合による入退室管理、汚
染廃棄物用の高圧滅菌器の実験室内
設置、高性能HEPAフィルター採用のほ
か、実験室および安全キャビネットは年
1回の定期検査が法令で義務付けら
れており、厳密に遵守しています。

SARS-CoV-2 RNA定量
リアルタイム RT-PCR 法で、薬剤添加され
た新型コロナウイルス感染細胞の培養上清
および細胞内の新型コロナウイルスRNA 量
を定量して、薬剤の効果を判定する。

薬剤の最適化
抗ウイルスアッセイ、リアルタイム
RT-PCR の結果、効果が認められ
た薬剤の化学構造を、より効果が高
く、毒性が少なくなるように変更する。

抗ウイルスアッセイ
薬剤添加された新型コロナウイルス感染細胞
および偽感染（非感染）細胞の生細胞数を
色素法で判定し、新型コロナウイルス阻害効
果（抗ウイルス効果）および薬剤毒性を評
価する。

新型コロナウイルス阻害薬開発のフロー

国内・海外の大学
（薬学部）

製薬企業

薬剤ライブラリー

動物試験（安全性・効果確認）

VeroE6/TMPRSS2 細胞に
新型コロナウイルスを感染 薬剤添加 感染後3日目

新型コロナウイルス死滅

物品の受け渡しを行うパスボックス。
危険な病原体を室外に漏出させな
い二重扉を採用している
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で
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※
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果

を
基
に
、
国
内
外
の
大
学
お
よ
び
製
薬
企
業

と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
薬
剤
の
化
学
構
造

の
最
適
化
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
試

験
の
結
果
か
ら
、
臨
床
応
用
の
可
能
性
が
あ

る
薬
剤
に
つ
い
て
、
動
物
試
験
に
よ
り
薬
剤
の

安
全
性
、
効
果
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
1

　

in vitro

：
試
験
管
内
で
、
の
意
。
試
験
管
や
培
養
器
な
ど
の

中
で
体
内
と
同
様
の
環
境
を
人
工
的
に
作
り
出
し
、
薬
物
の
反
応

を
検
出
す
る
試
験

※
2

　ア
ッ
セ
イ
：
薬
剤
の
候
補
（
化
合
物
）
が
薬
に
な
り
う
る
か
を

調
べ
る
た
め
、
細
胞
や
試
験
管
内
等
で
活
性
や
反
応
を
定
住
的
、

ま
た
は
定
量
的
に
測
定
す
る
方
法

【
展
望
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
研
究
の

早
期
展
開

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

B
S
L
3
実
験
室
お
よ
び
実
験
設
備
に
お

い
て
、
新
興
・
再
興
ウ
イ
ル
ス
を
安
全
に
取
り

扱
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
施
設
で
は
、

B
S
L
3
設
備
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
専
用

と
し
て
運
用
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
特

化
し
た
研
究
（
※
3
）
を
進
め
る
こ
と
で
、予
防
・

治
療
法
の
開
発
ス
ピ
ー
ド
の
迅
速
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
感
染
症
が

発
生
し
た
際
、
そ
の
封
じ
込
め
に
必
須
で
あ
る

迅
速
診
断
系
の
構
築
が
可
能
と
な
り
、
早
期

の
段
階
に
お
い
て
感
染
症
の
制
御
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

※
3

　同
一
施
設
内
で
未
知
の
部
分
が
多
い
複
数
の
ウ
イ
ル
ス
を
同
時

に
使
用
し
た
研
究
を
行
う
こ
と
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
が
発
生
す

る
可
能
性
も
懸
念
さ
れ
、
非
常
に
危
険
で
す
。

人
材
育
成

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

Ｂ
Ｓ
Ｌ
３
施
設
に
お
い
て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
、
危
険
な
病
原
体
取
り
扱
い
法
の

習
得
に
向
け
た
実
践
や
、
学
内
の
各
部
局
と

の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
作

用
機
序
、
副
作
用
な
ど
に
関
す
る
講
義
な
ど

を
行
い
ま
す
。

感
染
症
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

先
端
科
学
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
の
各
ユニッ

ト
、
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究
セ
ン

タ
ー
、
共
同
獣
医
学
部
附
属
越
境
性
動
物
疾

病
制
御
（
T
A
D
）
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
、

多
様
な
感
染
症
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の一翼
を
担

う
こ
と
で
、
全
学
体
制
で
の
感
染
症
研
究
を
総

合
的
に
推
進
し
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
研
究
は
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
激
動
の
世
界

（
６
）〝
科
学
立
国
〞
再
生
へ
の
道
」（
2
0
2
0
年
12
月
20
日
放
送
）

に
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
4
年
度
の
本
事
業
に
よ
り
、
バ
イ
オ

セ
ー
フ
テ
ィ
レ
ベ
ル
3
（
B
S
L
3
）
実
験
室

を
備
え
た
感
染
制
御
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
設
置
が

完
了
し
、
社
会
・
地
域
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D

－

19
）
を
中
心
と
す
る
新
興
・
再
興
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
か
ら
人
々
を
守
る
た
め
の
予
防
・
治

療
法
の
研
究
開
発
や
、
そ
れ
に
携
わ
る
研
究

者
育
成
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
命
科
学
動
物
実
験
ユ
ニ
ッ
ト
、
研
究
支
援

ユ
ニ
ッ
ト
と
の
連
携
協
力
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

共
同
獣
医
学
部
附
属
T
A
D
セ
ン
タ
ー
、
桜
ヶ

丘
地
区
の
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究

セ
ン
タ
ー
、
理
工
学
研
究
科
、
大
学
院
医
歯

学
総
合
研
究
科
、
南
九
州
先
端
医
療
開
発
セ

ン
タ
ー
・
U
R
A
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携
・
協

力
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
協
力
し
合
い
な

が
ら
オ
ー
ル
鹿
児
島
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

研
究
を
推
進
す
る
と
い
う

位
置
付
け
で
す
。

令
和
5
年
度
か
ら
は
、

本
事
業
を
通
じ
て
地
域
や

社
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
の
危
険
な
病
原

体
か
ら
守
る
た
め
の
、
最

先
端
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
す
る
予
防
・
治
療
法

に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
精
力
的
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

【
厳
重
な
安
全
対
策
】

バ
イ
オ
セ
ー
フ
ティ
レ
ベ
ル（
B
S
L
3
）

実
験
室
に
つ
い
て

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

B
S
L
3
実
験
室
を
備
え
た
部
屋
は
、
ウ

イ
ル
ス
を
拡
散
さ
せ
な
い
た
め
の
設
備
、
装
置

が
何
重
に
も
備
え
ら
れ
た
、
特
別
な
室
内
で

す
。
市
中
の
大
学
に
お
い
て
ウ
イ
ル
ス
研
究
を

進
め
る
上
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安

心
を
担
保
す
る
た
め
、
厳
重
な
感
染
制
御
対

策
は
最
優
先
課
題
と
し
て
、
万
全
の
対
策
を

施
し
て
い
ま
す
。

特集 鹿児島大学先端科学研究推進センター開設から１年
高度な研究・教育の支援・推進と地域イノベーションへの貢献をめざして

鹿
児
島
大
学
先
端
科
学
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー

開
設
か
ら
１
年
高
度
な
研
究
・
教
育
の
支
援
・
推
進
と

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
貢
献
を
め
ざ
し
て

特
集

令
和
4（
2
0
2
2
）年
4
月
1
日
に
開
設
さ
れ
た
鹿
児
島
大
学
先
端
科
学
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
は
、三
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
そ
の
下
部
部
門
で
構
成
。

高
度
先
端
研
究
機
器
・
設
備
の
一
元
的
管
理
・
運
営
の
ほ
か
、
動
物
実
験
、
遺
伝
子
実
験
、
放
射
線
同
位
元
素
等
を
活
用
し
た
教
育
研
究
の
推
進
・

支
援
、
さ
ら
に
新
興
・
再
興
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
高
度
な
研
究
・
人
材
育
成
等
の
推
進
・
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

感染制御ユニット
感染制御研究部門

岡本 実佳 特任教授

1
2
3
4
5
6
7
8
9

BSL3室内を負圧（マイナス圧）とする
負圧の変動が小さい
扉を開けても室外との空気交流がない
物品の受け渡し時に室外との空気交流がない
汚染された器材は蒸気滅菌器を通じて室外へ
空調機汚染を防ぐため全外気空調方式
空気流入、流出部はHEPAフィルターで防護
バイオハザード対策用安全キャビネットを設置
パスボックスはUV灯照射

バイオセーフティレベル（BSL3）実験室の
危険な病原体を実験区域外へ拡散させない対策

▼

感
染
制
御
研
究
ユ
ニ
ッ
ト

フェナンスリジノン
誘導体

製薬企業とライセン
ス契約を締結し、
臨床試験開始に向
けた安全性試験等
を実施中。

アモジアキン
誘導体

東京理科大学との
共同研究により、
新規に合成された
化合物について、
新型コロナウイルス
に対する効果を検
証中。前臨床試験
開始に向けた開発
候補化合物の選定
を行う予定。

セニクリビロク

研究成果を論文発
表。COVID-19 の
重症化を防ぐ薬剤
の候補として、臨
床試験が行われて
いる。

ビタミンK
誘導体

芝浦工業大学との
共同研究により、
ビタミンＫ誘導体に
ついて、新型コロ
ナウイルスに対する
効果を検証するとと
もに、化学構造の
最適化を実施中。

これまでに、4種類の薬剤（フェナンスリジノン誘導体、アモジアキン誘導体、セニクリビロク、
ビタミンK誘導体）に新型コロナウイルスの増殖を抑制する効果を発見し、6件の特許出願（国
内出願 4件、国際出願 2件）を行った。

培養細胞を用いた新型コロナウイルスに対する抗ウイルス試験系を構築し、当研究室が保有
する薬剤、共同研究先で合成された化合物についてスクリーニングを行った。

新型コロナウイルス阻害薬開発研究における実績

※BSL3実験室使用においては、暗証番
号や指静脈照合による入退室管理、汚
染廃棄物用の高圧滅菌器の実験室内
設置、高性能HEPAフィルター採用のほ
か、実験室および安全キャビネットは年
1回の定期検査が法令で義務付けら
れており、厳密に遵守しています。

SARS-CoV-2 RNA定量
リアルタイム RT-PCR 法で、薬剤添加され
た新型コロナウイルス感染細胞の培養上清
および細胞内の新型コロナウイルスRNA 量
を定量して、薬剤の効果を判定する。

薬剤の最適化
抗ウイルスアッセイ、リアルタイム
RT-PCR の結果、効果が認められ
た薬剤の化学構造を、より効果が高
く、毒性が少なくなるように変更する。

抗ウイルスアッセイ
薬剤添加された新型コロナウイルス感染細胞
および偽感染（非感染）細胞の生細胞数を
色素法で判定し、新型コロナウイルス阻害効
果（抗ウイルス効果）および薬剤毒性を評
価する。

新型コロナウイルス阻害薬開発のフロー

国内・海外の大学
（薬学部）

製薬企業

薬剤ライブラリー

動物試験（安全性・効果確認）

VeroE6/TMPRSS2 細胞に
新型コロナウイルスを感染 薬剤添加 感染後3日目

新型コロナウイルス死滅

物品の受け渡しを行うパスボックス。
危険な病原体を室外に漏出させな
い二重扉を採用している

KADAI JOURNAL No.2223



生
命
科
学
動
物
実
験
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
鹿
児
島

大
学
に
お
け
る
小
動
物
か
ら
大
動
物
に
至
る

種
々
の
実
験
動
物
を
用
い
た
シ
ー
ム
レ
ス
で
国

際
的
な
生
命
科
学
研
究
を
推
進
・
支
援
す
る

組
織
と
し
て
、
令
和
4
年
4
月
、
従
来
の
研

究
支
援
セ
ン
タ
ー
動
物
実
験
施
設
と
医
用
ミ
ニ

ブ
タ
・
先
端
医
療
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
統

合
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ニ
ッ
ト
は
、

動
物
管
理
・
小
動
物
研
究
推
進
部
門
（
旧
動

物
実
験
施
設
）、
大
動
物
研
究
推
進
部
門
（
旧

医
用
ミ
ニ
ブ
タ
・
先
端
医
療
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
）
お
よ
び
医
用
ミ
ニ
ブ
タ
・
先
端
医
療
開

発
共
同
研
究
部
門
の
3
部
門
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
か
ら
は
、
改
修
に
よ
り
新
た

な
動
物
実
験
施
設
の
運
用
も
始
ま
り
、
高
度

な
実
験
動
物
管
理
環
境
・
支
援
体
制
の
も
と

で
、
国
際
水
準
で
の
実
験
動
物
を
用
い
た
生

命
科
学
研
究
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

大
動
物
研
究
推
進
部
門

（
部
門
長
：
佐
原
寿
史
准
教
授
）

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

鹿
児
島
大
学
に

お
け
る
地
域
特
性

を
活
か
し
た
特
色

あ
る
部
門
と
し
て
、

先
端
的
基
礎
的
研

究
か
ら
実
用
化
を

見
据
え
た
医
用
ミ

ニ
ブ
タ
や
カ
ニ
ク
イ

ザ
ル
な
ど
の
大
動
物
を
用
い
た
橋
渡
し
研
究
を

実
施
す
る
こ
と
、
研
究
者
育
成
や
支
援
を
進

め
る
こ
と
の
2
点
を
通
じ
て
、
イ
ノ
ベー
シ
ョン

創
出
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
移
植
・
再
生
医
療
の
更
な

る
向
上
を
目
指
し
た
学
術
研
究
を
主
要
な
研

究
課
題
と
位
置
付
け
、「
同
種
移
植
で
の
免
疫

寛
容
誘
導
方
法
の
確
立
」「
新
た
な
臓
器
保
護
・

臓
器
保
存
法
の
開
発
」「
異
種
臓
器
移
植
の
臨

床
応
用
」
を
目
指
し
た
国
際

的
な
研
究
を
、
国
内
外
の
共

同
研
究
機
関
と
と
も
に
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
感
染
制

御
ユニッ
ト
と
強
固
に
連
携
体
制
が
と
れ
る
強

み
を
活
か
し
、
本
学
の
特
色
あ
る
先
進
的
な

感
染
制
御
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

医
用
ミ
ニ
ブ
タ・
先
端
医
療
開
発

共
同
研
究
部
門

（
部
門
長
：
佐
原
寿
史
准
教
授（
兼
務
））

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

慢
性
腎
臓
病
に
対

す
る
安
全
か
つ
高
品

質
な
治
療
法
の
開
発

と
臨
床
化
を
目
指
す

こ
と
を
課
題
と
し
て
、

当
ユニッ
ト
内
に
令
和

4
年
4
月
に
設
立
さ

れ
た
共
同
研
究
部
門

で
す
。
高
品
質
な
透
析
医
療
の
実
現
や
腎
移

植
医
療
の
課
題
解
決
を
目
指
し
、
臨
床
研
究

あ
る
い
は
鹿
児
島
大
学
開
発
ク
ラ
ウ
ン
系
ミ
ニ

ブ
タ
を
用
い
た
前
臨
床
研
究
を
大
動
物
研
究

推
進
部
門
と
と
も
に
進
め
、
設
立
目
的
を
達

成
す
る
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

動
物
管
理
・
小
動
物
研
究
推
進
部
門

（
部
門
長
：
瀬
戸
山
健
太
郎
准
教
授
）

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

医
学
研
究
の
高
度
化
に
よ
る
再
現
性
の
あ

る
、
精
度
の
高
い
動
物
実
験
を
行
う
た
め
の
施

設
要
望
に
応
え
、
昭
和
50
年
、
全
国
で
4
番

目
の
大
型
動
物
実
験
施
設
と
し
て
開
設
し
ま

し
た
。
以
来
、
平
成
13
年
度
ま
で
医
学
部
付

属
の
共
同
利
用
施
設
と
し
て
研
究
・
教
育
に

大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
14
年
度

よ
り
全
学
共
同
利
用
施
設
と
し
て
の
運
用
が

開
始
さ
れ
、
令
和
4
年
度
に
は
先
端
科
学
研

究
推
進
セ
ン
タ
ー
生
命
科
学
動
物
実
験
ユニッ

ト
動
物
管
理
・
小
動
物
研
究
推
進
部
門
と
改

称
し
、
生
命
科
学
研
究
推
進
の一
翼
を
担
う
べ

く
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

当
部
門
は
5
階
建
て
延
べ
4
2
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
を
有
し
、
S
P
F
動
物
、一
般
動
物

の
飼
育
室
の
他
、
各
階
に
処
置
室
、
2
階
に

は
手
術
室
と
X
線
室
、
1
階
に
は
実
験
室
、

検
疫
／
検
査
室
、
洗
浄
室
を
備
え
て
い
ま
す
。

本
部
門
の
主
た
る
業
務
は
実
験
動
物
の
飼
育

管
理
お
よ
び
施
設
管
理
で
す
が
、マ
ウ
ス
や
ラ
ッ

ト
な
ど
の
小
動
物
を
対
象
と
し
た
実
験
技
術

支
援
や
生
殖
工
学
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
支
援

業
務
を
通
じ
、
生

命
科
学
研
究
の
推

進
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本

学
で
進
め
る
研
究

機
器
の
コ
ア
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
化
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、

学
内
外
の
研
究
者
が
利
用
で
き
る
生
命
科
学

実
験
の
研
究
拠
点
化
を
図
り
ま
す
。

今
後
の
特
徴
あ
る
取
り
組
み

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

1
異
種
移
植
研
究
の
推
進

ブ
タ
の
臓
器
を
ド
ナ
ー
と
し
て
用
い
る
異
種

移
植
は
、
ド
ナ
ー
臓
器
不
足
に
対
す
る
究
極

の
解
決
策
と
し
て
非
常
に
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
も
こ
れ
ま
で
に
、
鹿
児
島
大
学

開
発
の
ク
ラ
ウ
ン
系
ミ
ニ
ブ
タ
を
用
い
た
大
動

物
実
験
を
継
続
的
に
実
施
す
る
施
設
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
背
景
に
、
国
内
唯
一
と
い
え
る

ブ
タ
・
サ
ル
間
移
植
実
験
を
鹿
児
島
大
学
で

実
施
し
、
ま
た
海
外
共
同
研
究
先
と
継
続
的

な
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

近
年
の
遺
伝
子
編
集
技
術
の
向
上
や
免
疫

抑
制
療
法
の
改
善
に
伴
い
、遺
伝
子
改
変
ブ
タ
・

霊
長
類
間
の
実
験

的
な
移
植
成
績
は

飛
躍
的
に
向
上
し

て
お
り
、
こ
の
こ

と
を
背
景
に
、
米

国
で
は
2
0
2
1

年
末
か
ら
ブ
タ
臓

器
を
ヒ
ト
に
移
植

す
る
試
験
的
な
臨

床
試
験
が
始
ま
り

ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
日
本
で
の
異

種
移
植
の
実
用
化

に
む
け
て
、
大
動

物
研
究
実
施
拠
点
と
し
て
研
究
の
核
と
な
り
、

国
内
有
数
の
臨
床
移
植
医
療
実
施
施
設
や
遺

伝
子
改
変
動
物
生
産
施
設
、
あ
る
い
は
感
染

制
御
ユニッ
ト
と
の
連
携
に
よ
る
国
内
研
究
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
築
し
、
動
物
由
来
臓
器
の
ヒ

ト
へ
の
応
用
を
目
指
す
際
の
指
針
策
定
、
ド

ナ
ー
動
物
の
作
出
や
感
染
制
御
、
前
臨
床
研

究
体
制
強
化
、
異
種
移
植
と
い
う
治
療
選
択

肢
の
正
し
い
認
知
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
国
際
的
な
実
験
動
物
福
祉
基
準
に

適
合
し
た
施
設
認
証

（
A
A
A
L
A
C
認
証
）の
取
得

老
朽
化
に
よ
る
空
調
・
給
排
水
設
備
の
事

故
や
、
飼
育
・
実
験
環
境
（
広
さ
、
温
度
）

が
国
際
的
な
実
験
動
物
福
祉
基
準
に
適
合
し

て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
克
服
す

る
た
め
、
動
物
実
験
施
設
の
改
修
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
改
修
整
備
を
機
会
と
し
て

A
A
A
L
A
C
認
証
の
取
得
を
は
か
り
、
時

代
・
地
域
の
ニ
ー
ズ
（
新
興
感
染
症
対
応
、
中

大
動
物
実
験
）
に
応
じ
た
施
設
と
し
て
、
生

命
科
学
研
究
の
拠
点
施
設
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。研
究
拠
点
形
成
に
よ
っ

て
、
企
業
・
他
大
学
等
と
の
共
同
研
究
を
加

速
し
、「
イ
ノ
ベー
シ
ョン
コ
モン
ズ
化
」
を
持
続

的
に
推
進
す
る
こ
と
が
可
能
な
施
設
に
な
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
実
験
動
物
の
管
理
、

適
正
な
動
物
実
験
実
施
に
向
け
た
教
育
訓

練
、
技
術
講
習
会
の
実
施
な
ど
の
研
究
者
教

育
、
あ
る
い
は
生
殖
工
学
等
の
技
術
提
供
な

ど
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
生
命
科
学
研
究

推
進
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特集 鹿児島大学先端科学研究推進センター開設から１年
高度な研究・教育の支援・推進と地域イノベーションへの貢献をめざして

生命科学動物実験ユニット長

佐原 寿史 准教授

▼

生
命
科
学
動
物
実
験
ユ
ニ
ッ
ト

鹿児島大学 理事・副学長

馬場 昌範 （研究・国際担当）

先
端
科
学
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー

は
本
学
に
お
け
る
研
究
の
推
進
を

目
的
と
し
て
、
組
織
改
革
に
よ
り

令
和
４
年
度
に
新
た
に
設
置
さ
れ

た
研
究
の
実
施
お
よ
び
支
援
を
行

う
施
設
の
集
合
体
で
す
。
セ
ン
タ
ー

は
動
物
を
用
い
た
研
究
や
使
用
者

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
生
命
科
学

動
物
実
験
ユ
ニ
ッ
ト
」、
遺
伝
子
実

験
や
放
射
性
同
位
元
素
等
を
用
い

た
教
育
研
究
、
高
度
先
端
研
究
機

器
・
設
備
の
一
元
的
管
理
・
運
営

を
行
う
施
設
か
ら
な
る
「
研
究
支

援
ユ
ニ
ッ
ト
」、
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ

レ
ベ
ル
3
（
B
S
L
3
）
実
験
室

を
有
し
、
新
興
・
再
興
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
す
る
高
度
な
研
究
を

行
う
「
感
染
制
御
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
」

の
３
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
が
学
内
の
各
組

織
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
本
学
の

研
究
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

先端科学研究推進センター

小山 佳一 センター長

鹿
児
島
大
学
は
、
藩
学
造
士
館
、

旧
制
第
七
高
等
学
校
等
か
ら
の
伝

統
を
持
ち
、
我
が
国
の
研
究
大
学

の
一
つ
で
す
。
本
学
に
は
、世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
科
学
研
究
が
多
数
推
進

さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
発
展
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
先
端

科
学
研
究
は
一
研
究
室
で
は
対
応

で
き
ま
せ
ん
。
幾
つ
か
の
研
究
分
野

間
の
連
携
や
協
力
、
組
織
的
支
援

の
も
と
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
応
す
る
た
め
、
医
用
ミ
ニ
ブ

タ
・
先
端
医
療
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

と
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、

さ
ら
に
感
染
制
御
研
究
部
門
を
設

け
、
令
和
４
年
４
月
に
先
端
科
学

研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
ま
し

た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
学
内
各
組
織

と
協
力
し
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

研
究
拠
点
形
成
、
産
学
官
・
地
域

共
創
の
場
、
本
学
の
研
究
力
を
活

か
し
た
地
方
創
生
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
。
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生
命
科
学
動
物
実
験
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
鹿
児
島

大
学
に
お
け
る
小
動
物
か
ら
大
動
物
に
至
る

種
々
の
実
験
動
物
を
用
い
た
シ
ー
ム
レ
ス
で
国

際
的
な
生
命
科
学
研
究
を
推
進
・
支
援
す
る

組
織
と
し
て
、
令
和
4
年
4
月
、
従
来
の
研

究
支
援
セ
ン
タ
ー
動
物
実
験
施
設
と
医
用
ミ
ニ

ブ
タ
・
先
端
医
療
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
統

合
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ニ
ッ
ト
は
、

動
物
管
理
・
小
動
物
研
究
推
進
部
門
（
旧
動

物
実
験
施
設
）、
大
動
物
研
究
推
進
部
門
（
旧

医
用
ミ
ニ
ブ
タ
・
先
端
医
療
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
）
お
よ
び
医
用
ミ
ニ
ブ
タ
・
先
端
医
療
開

発
共
同
研
究
部
門
の
3
部
門
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
か
ら
は
、
改
修
に
よ
り
新
た

な
動
物
実
験
施
設
の
運
用
も
始
ま
り
、
高
度

な
実
験
動
物
管
理
環
境
・
支
援
体
制
の
も
と

で
、
国
際
水
準
で
の
実
験
動
物
を
用
い
た
生

命
科
学
研
究
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

大
動
物
研
究
推
進
部
門

（
部
門
長
：
佐
原
寿
史
准
教
授
）

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

鹿
児
島
大
学
に

お
け
る
地
域
特
性

を
活
か
し
た
特
色

あ
る
部
門
と
し
て
、

先
端
的
基
礎
的
研

究
か
ら
実
用
化
を

見
据
え
た
医
用
ミ

ニ
ブ
タ
や
カ
ニ
ク
イ

ザ
ル
な
ど
の
大
動
物
を
用
い
た
橋
渡
し
研
究
を

実
施
す
る
こ
と
、
研
究
者
育
成
や
支
援
を
進

め
る
こ
と
の
2
点
を
通
じ
て
、
イ
ノ
ベー
シ
ョン

創
出
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
移
植
・
再
生
医
療
の
更
な

る
向
上
を
目
指
し
た
学
術
研
究
を
主
要
な
研

究
課
題
と
位
置
付
け
、「
同
種
移
植
で
の
免
疫

寛
容
誘
導
方
法
の
確
立
」「
新
た
な
臓
器
保
護
・

臓
器
保
存
法
の
開
発
」「
異
種
臓
器
移
植
の
臨

床
応
用
」
を
目
指
し
た
国
際

的
な
研
究
を
、
国
内
外
の
共

同
研
究
機
関
と
と
も
に
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
感
染
制

御
ユニッ
ト
と
強
固
に
連
携
体
制
が
と
れ
る
強

み
を
活
か
し
、
本
学
の
特
色
あ
る
先
進
的
な

感
染
制
御
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

医
用
ミ
ニ
ブ
タ・
先
端
医
療
開
発

共
同
研
究
部
門

（
部
門
長
：
佐
原
寿
史
准
教
授（
兼
務
））

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

慢
性
腎
臓
病
に
対

す
る
安
全
か
つ
高
品

質
な
治
療
法
の
開
発

と
臨
床
化
を
目
指
す

こ
と
を
課
題
と
し
て
、

当
ユニッ
ト
内
に
令
和

4
年
4
月
に
設
立
さ

れ
た
共
同
研
究
部
門

で
す
。
高
品
質
な
透
析
医
療
の
実
現
や
腎
移

植
医
療
の
課
題
解
決
を
目
指
し
、
臨
床
研
究

あ
る
い
は
鹿
児
島
大
学
開
発
ク
ラ
ウ
ン
系
ミ
ニ

ブ
タ
を
用
い
た
前
臨
床
研
究
を
大
動
物
研
究

推
進
部
門
と
と
も
に
進
め
、
設
立
目
的
を
達

成
す
る
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

動
物
管
理
・
小
動
物
研
究
推
進
部
門

（
部
門
長
：
瀬
戸
山
健
太
郎
准
教
授
）

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

医
学
研
究
の
高
度
化
に
よ
る
再
現
性
の
あ

る
、
精
度
の
高
い
動
物
実
験
を
行
う
た
め
の
施

設
要
望
に
応
え
、
昭
和
50
年
、
全
国
で
4
番

目
の
大
型
動
物
実
験
施
設
と
し
て
開
設
し
ま

し
た
。
以
来
、
平
成
13
年
度
ま
で
医
学
部
付

属
の
共
同
利
用
施
設
と
し
て
研
究
・
教
育
に

大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
14
年
度

よ
り
全
学
共
同
利
用
施
設
と
し
て
の
運
用
が

開
始
さ
れ
、
令
和
4
年
度
に
は
先
端
科
学
研

究
推
進
セ
ン
タ
ー
生
命
科
学
動
物
実
験
ユニッ

ト
動
物
管
理
・
小
動
物
研
究
推
進
部
門
と
改

称
し
、
生
命
科
学
研
究
推
進
の一
翼
を
担
う
べ

く
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

当
部
門
は
5
階
建
て
延
べ
4
2
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
を
有
し
、
S
P
F
動
物
、一
般
動
物

の
飼
育
室
の
他
、
各
階
に
処
置
室
、
2
階
に

は
手
術
室
と
X
線
室
、
1
階
に
は
実
験
室
、

検
疫
／
検
査
室
、
洗
浄
室
を
備
え
て
い
ま
す
。

本
部
門
の
主
た
る
業
務
は
実
験
動
物
の
飼
育

管
理
お
よ
び
施
設
管
理
で
す
が
、マ
ウ
ス
や
ラ
ッ

ト
な
ど
の
小
動
物
を
対
象
と
し
た
実
験
技
術

支
援
や
生
殖
工
学
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
支
援

業
務
を
通
じ
、
生

命
科
学
研
究
の
推

進
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本

学
で
進
め
る
研
究

機
器
の
コ
ア
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
化
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、

学
内
外
の
研
究
者
が
利
用
で
き
る
生
命
科
学

実
験
の
研
究
拠
点
化
を
図
り
ま
す
。

今
後
の
特
徴
あ
る
取
り
組
み

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

1
異
種
移
植
研
究
の
推
進

ブ
タ
の
臓
器
を
ド
ナ
ー
と
し
て
用
い
る
異
種

移
植
は
、
ド
ナ
ー
臓
器
不
足
に
対
す
る
究
極

の
解
決
策
と
し
て
非
常
に
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
も
こ
れ
ま
で
に
、
鹿
児
島
大
学

開
発
の
ク
ラ
ウ
ン
系
ミ
ニ
ブ
タ
を
用
い
た
大
動

物
実
験
を
継
続
的
に
実
施
す
る
施
設
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
背
景
に
、
国
内
唯
一
と
い
え
る

ブ
タ
・
サ
ル
間
移
植
実
験
を
鹿
児
島
大
学
で

実
施
し
、
ま
た
海
外
共
同
研
究
先
と
継
続
的

な
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

近
年
の
遺
伝
子
編
集
技
術
の
向
上
や
免
疫

抑
制
療
法
の
改
善
に
伴
い
、遺
伝
子
改
変
ブ
タ
・

霊
長
類
間
の
実
験

的
な
移
植
成
績
は

飛
躍
的
に
向
上
し

て
お
り
、
こ
の
こ

と
を
背
景
に
、
米

国
で
は
2
0
2
1

年
末
か
ら
ブ
タ
臓

器
を
ヒ
ト
に
移
植

す
る
試
験
的
な
臨

床
試
験
が
始
ま
り

ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
日
本
で
の
異

種
移
植
の
実
用
化

に
む
け
て
、
大
動

物
研
究
実
施
拠
点
と
し
て
研
究
の
核
と
な
り
、

国
内
有
数
の
臨
床
移
植
医
療
実
施
施
設
や
遺

伝
子
改
変
動
物
生
産
施
設
、
あ
る
い
は
感
染

制
御
ユニッ
ト
と
の
連
携
に
よ
る
国
内
研
究
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
築
し
、
動
物
由
来
臓
器
の
ヒ

ト
へ
の
応
用
を
目
指
す
際
の
指
針
策
定
、
ド

ナ
ー
動
物
の
作
出
や
感
染
制
御
、
前
臨
床
研

究
体
制
強
化
、
異
種
移
植
と
い
う
治
療
選
択

肢
の
正
し
い
認
知
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
国
際
的
な
実
験
動
物
福
祉
基
準
に

適
合
し
た
施
設
認
証

（
A
A
A
L
A
C
認
証
）の
取
得

老
朽
化
に
よ
る
空
調
・
給
排
水
設
備
の
事

故
や
、
飼
育
・
実
験
環
境
（
広
さ
、
温
度
）

が
国
際
的
な
実
験
動
物
福
祉
基
準
に
適
合
し

て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
克
服
す

る
た
め
、
動
物
実
験
施
設
の
改
修
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
改
修
整
備
を
機
会
と
し
て

A
A
A
L
A
C
認
証
の
取
得
を
は
か
り
、
時

代
・
地
域
の
ニ
ー
ズ
（
新
興
感
染
症
対
応
、
中

大
動
物
実
験
）
に
応
じ
た
施
設
と
し
て
、
生

命
科
学
研
究
の
拠
点
施
設
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。研
究
拠
点
形
成
に
よ
っ

て
、
企
業
・
他
大
学
等
と
の
共
同
研
究
を
加

速
し
、「
イ
ノ
ベー
シ
ョン
コ
モン
ズ
化
」
を
持
続

的
に
推
進
す
る
こ
と
が
可
能
な
施
設
に
な
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
実
験
動
物
の
管
理
、

適
正
な
動
物
実
験
実
施
に
向
け
た
教
育
訓

練
、
技
術
講
習
会
の
実
施
な
ど
の
研
究
者
教

育
、
あ
る
い
は
生
殖
工
学
等
の
技
術
提
供
な

ど
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
生
命
科
学
研
究

推
進
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特集 鹿児島大学先端科学研究推進センター開設から１年
高度な研究・教育の支援・推進と地域イノベーションへの貢献をめざして

生命科学動物実験ユニット長

佐原 寿史 准教授

▼

生
命
科
学
動
物
実
験
ユ
ニ
ッ
ト

鹿児島大学 理事・副学長

馬場 昌範 （研究・国際担当）

先
端
科
学
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー

は
本
学
に
お
け
る
研
究
の
推
進
を

目
的
と
し
て
、
組
織
改
革
に
よ
り

令
和
４
年
度
に
新
た
に
設
置
さ
れ

た
研
究
の
実
施
お
よ
び
支
援
を
行

う
施
設
の
集
合
体
で
す
。
セ
ン
タ
ー

は
動
物
を
用
い
た
研
究
や
使
用
者

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
生
命
科
学

動
物
実
験
ユ
ニ
ッ
ト
」、
遺
伝
子
実

験
や
放
射
性
同
位
元
素
等
を
用
い

た
教
育
研
究
、
高
度
先
端
研
究
機

器
・
設
備
の
一
元
的
管
理
・
運
営

を
行
う
施
設
か
ら
な
る
「
研
究
支

援
ユ
ニ
ッ
ト
」、
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ

レ
ベ
ル
3
（
B
S
L
3
）
実
験
室

を
有
し
、
新
興
・
再
興
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
す
る
高
度
な
研
究
を

行
う
「
感
染
制
御
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
」

の
３
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
が
学
内
の
各
組

織
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
本
学
の

研
究
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

先端科学研究推進センター

小山 佳一 センター長

鹿
児
島
大
学
は
、
藩
学
造
士
館
、

旧
制
第
七
高
等
学
校
等
か
ら
の
伝

統
を
持
ち
、
我
が
国
の
研
究
大
学

の
一
つ
で
す
。
本
学
に
は
、世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
科
学
研
究
が
多
数
推
進

さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
発
展
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
先
端

科
学
研
究
は
一
研
究
室
で
は
対
応

で
き
ま
せ
ん
。
幾
つ
か
の
研
究
分
野

間
の
連
携
や
協
力
、
組
織
的
支
援

の
も
と
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
応
す
る
た
め
、
医
用
ミ
ニ
ブ

タ
・
先
端
医
療
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

と
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、

さ
ら
に
感
染
制
御
研
究
部
門
を
設

け
、
令
和
４
年
４
月
に
先
端
科
学

研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
ま
し

た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
学
内
各
組
織

と
協
力
し
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

研
究
拠
点
形
成
、
産
学
官
・
地
域

共
創
の
場
、
本
学
の
研
究
力
を
活

か
し
た
地
方
創
生
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
。
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研
究
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
令
和
４
年
４
月
の

先
端
科
学
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
の
改
組
に
伴

い
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
推
進
機
構
研
究
支
援
セ

ン
タ
ー
の
４
研
究
支
援
施
設
か
ら
、
郡
元
地
区

の
３
施
設
を
も
と
に
構
成
さ
れ
ま
し
た
。現
在
、

当
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
、ア
イ
ソ
ト
ー
プ
実
験
部
門（
小

山
部
門
長
（
兼
務
））、遺
伝
子
実
験
部
門
（
田

浦
部
門
長
）、機
器
分
析
部
門
（
澤
田
部
門
長
）

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
部
門
の
高
度
先
端

設
備
・
機
器
の
共
用
を
基
盤
に
、
鹿
児
島
大

学
に
お
け
る
科
学
研
究
の
支
援
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。さ
ら
に
、本
学
の
先
端
設
備
・
機
器
は
、

学
外
の
研
究
者
や
技
術
者
、
民
間
企
業
の
方

か
ら
も
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
は
、
当
研
究
支
援
ユ
ニ
ッ
ト

３
部
門
と
動
物
管
理
・
小
動
物
研
究
推
進
部

門
と
を
合
わ
せ
た
施
設
利
用
登
録
者
数
は

1
5
0
7
人
、
利
用
実
績
は
の
べ
3
万

2
3
1
2
人
と
な
っ
て
お
り
、
本
学
の
教
育
・

研
究
、
地
域
産
業
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き

く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
先
端
科
学
研
究
推

進
セ
ン
タ
ー
の
高
度
な
先
端
機
器
設
備
・
機

器
の
新
規
導
入
、
維
持
管
理
、
整
備
に
は
、

多
額
な
予
算
が
必
要
で
す
が
、
全
学
的
な
高

度
教
育
・
研
究
支
援
を
目
的
に
、
こ
れ
ら
の

設
備
・
機
器
を
共
用
化
し
、
利
用
者
負
担
を

で
き
る
限
り
抑
え
て
利
用
で
き
る
よ
に
、
料

金
設
定
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
当

セ
ン
タ
ー
の
共
用
設
備
・
機
器
は
90
機
に
も
及

び
ま
す
。

次
に
、
各
部
門
の
特
徴
と
支
援
状
況
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

アイ
ソ
ト
ー
プ
実
験
部
門

（
部
門
長
：
小
山
佳
一
教
授（
兼
務
））

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

アイ
ソ
ト
ー
プ
（
同
位
体
）
実
験
部
門
で
は
、

本
学
唯
一の
研
究
系
R
I
（
放
射
性
同
位
体
）

使
用
施
設
で
す
。
本
部
門
は
、
国
の
基
準
に

基
づ
い
て
厳
重
に
管
理
運
用
さ

れ
て
い
る
放
射
性
同
位
体
を

用
い
た
実
験
、
高
温
や
極
低

温
と
いっ
た
特
殊
環
境
下
の
実

験
が
で
き
る
施
設
で
す
。
現

在
、
理
工
学
研
究
科
（
理
学

部
・
工
学
部
）、
歯
学
部
、

農
学
部
、
共
同
獣
医
学
部
、

教
育
学
部
、
水
産
学
部
、
共

通
教
育
セ
ン
タ
ー
及
び
他
大

学
の
教
員
や
学
生
ら
が
、
本

部
門
を
利
用
し
て
教
育
・
研

究
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

R
I
の
基

盤
設
備
を
整

備
し
て
放
射

線
生
化
学
の

研
究
を
支
援

す
る
と
と
も

に
、
最
近
で

は
、
金
属
や

磁
性
材
料
に

微
量
に
含
ま

れ
る
鉄
同
位
体
の
状
態
を
、
マ
イ
ナ
ス

2
6
0
℃
の
極
低
温
か
ら
室
温
ま
で
評
価
で

き
る
メ
ス
バ
ウ
ア
分
光
測
定
の
支
援
も
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
5
0
0
℃
ま
で
の
高
温
エ
ッ

ク
ス
線
実
験
、
1
0
0
0
℃
ま
で
の
高
温
熱

分
析
、
極
低
温
か
ら
室
温
ま
で
の
電
気
抵
抗

測
定
、
地
磁
気
の
16
万
倍
の
磁
場
を
発
生
す

る
超
伝
導
磁
石
の
利
用
も
可
能
で
す
。
液
体

窒
素
（
マ
イ
ナ
ス
1
9
6
℃
）
の
供
給
サ
ー
ビ

ス
も
開
始
し
て
、
本
学
の
特
殊
環
境
下
研
究

の
支
援
に
も
対
応
し
た
部
門
と
な
っ
て
お
り
、

学
内
外
か
ら
利
用
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

遺
伝
子
実
験
部
門

（
部
門
長
：
田
浦
悟
教
授
）

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

遺
伝
子
実
験
部
門
は
、
本
学
の
先
端
遺
伝

子
研
究
を
支
援
す
る
た
め
に
、
こ
れ
に
関
係

す
る
高
度
な
設
備
及
び
機
器
を
管
理
運
用
し

て
い
ま
す
。
利
用
者
登
録
を
行
う
と
鹿
大

I
D
カ
ー
ド
に
よ
り
24
時
間
、
年
中
入
館
で

き
、
数
多
く
の
分
析
機
器
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
各
種
の
遺
伝
子
組
換
え
実
験

の
た
め
の
実
験
室
、
培
養
室
及
び
保
存
室
等

の
実
験
ス
ペー
ス
も
共
用
化
し
て
お
り
、
利
用

者
は
予
約
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
研
究
者
の
実

験
計
画
に
合
わ
せ
て
、
設
備
と
機
器
の
利
用

が
で
き
る
共
用
研
究
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
理
学
部
、工
学
部
、医
歯
学
総
合
研
究
科
、

農
学
部
、
共
同
獣
医
学
部
、
水
産
学
部
、
国

際
島
嶼
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
教
員
、
学
生
ら

が
当
部
門
を
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

当
部
門
が
管
理
す
る
D
N
A
シ
ー
ケ
ン
サ
ー

を
用
い
て
依
頼
分
析
、
試
薬
分
譲
を
行
う
な

ど
、
研
究
者
に
対
し
て
様
々
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
鹿
児
島
県
及
び
環
境
省
と
連
携
協

定
を
締
結
し
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
診
断
で

地
域
貢
献
も
行
っ
て
い
ま
す
。
当
部
門
が
管
理

す
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
P
C
R
検
査
や
質
量
分
析

装
置
等
は
学

内
だ
け
で
な

く
学
外
か
ら

の
利
用
も
あ

り
、
当
部
門

は
遺
伝
子
研

究
分
野
に
お

け
る
地
域
の

研
究
拠
点
に

な
っ
て
い
ま

す
。

機
器
分
析
部
門

（
部
門
長
：
澤
田
剛
准
教
授
）

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

機
器
分
析
部
門
は
、
物
質
の
物
理
的
及
び

化
学
的
分
析
に
関
す
る
高
度
先
端
研
究
設
備
・

機
器
の
管
理
及
び
整
備
を
担
当
し
、
こ
れ
ら

を
共
用
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
学
の
国
際

的
研
究
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
当
部
門
の

管
理
す
る
主
な
共
用
装
置
は
、
走
査
型
X
線

分
析
顕
微
鏡
、
走
査
型
プ
ロ
ー
ブ
顕
微
鏡
、

電
子
線
マ
イ
ク
ロ
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
、
核
磁
気
共

鳴
装
置
、
高
分
解
能
・
分
析
透
過
電
子
顕
微

鏡
な
ど
約
40
台
に
上
り
ま
す
。
こ
れ
ら
設
備
・

機
器
は
、
理
学
部
、
工
学
部
、
医
歯
学
総
合

研
究
科
、
農
学
部
、
水
産
学
部
、
教
育
学
部
、

埋
蔵
文
化
財

調
査
セ
ン

タ
ー
等
に
所

属
す
る
教
員

や
学
生
ら
に

よ
っ
て
利
用

さ
れ
、
本
学

の
教
育
研
究

に
役
立
て
ら

れ
て
お
り
ま

す
。さ

ら
に
、

こ
れ
ら
設
備
・
機
器
は
、
学
外
の
利
用
希
望

者
に
対
し
て
、
依
頼
分
析
（
有
料
）
を
受
け

る
形
で
対
応
し
、
地
域
の
学
術
と
産
業
振
興

に
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一つ
に
、
味
認
識
装
置
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
装
置
は
、
人
間
の
味
覚
受
容
体
を
模
倣

し
た
味
覚
セ
ン
サ
ー
を
利
用
し
て
、
わ
ず
か
な

味
の
違
い
を
相
対
的
に
数
値
化
で
き
、
鹿
児

島
県
内
の
食
品
関
係
企
業
の
利
用
実
績
（
依

頼
分
析
）
も
有
し
て
お
り
ま
す
。

当
部
門
は
、
そ
の
他
の
装
置
を
含
め
る
と
、

平
成
30
年
か
ら
令
和
3
年
の
４
年
間
で
、
他

大
学
か
ら
96
件
、
民
間
企
業
か
ら
1
1
8
件

の
利
用
・
分
析
依
頼
が
あ
り
、
対
応
し
て
き

ま
し
た
。
当
部
門
は
、
こ
れ
か
ら
先
も
本
学

の
研
究
力
向
上
と
、
地
域
の
学
術
と
産
業
発

展
に
貢
献
し
て
ゆ
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
研
究
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
本

学
の
先
端
科
学
研
究
の
基
盤
的
支
援
を
担
い
、

本
学
の
研
究
力
向
上
と
、
地
域
の
学
術
・
産

業
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
た

ゆ
ま
ず
、
学
内
外
の
研
究
者
・
利
用
者
目
線

に
立
っ
た
利
用
し
や
す
い
共
用
研
究
施
設
・
研

究
環
境
を
整
備
・
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

特集 鹿児島大学先端科学研究推進センター開設から１年
高度な研究・教育の支援・推進と地域イノベーションへの貢献をめざして

研究支援ユニット長

小山 佳一 教授

▼

研
究
支
援
ユ
ニ
ッ
ト

▶ 技術部
技術部は、高度研究先端機器・設備、遺伝子実験、
動物実験及び RI を活用した教育研究を支援するため、
4 部門（動物管理・小動物研究推進部門、遺伝子実験
部門、機器分析部門及びアイソトープ実験部門）に職員
を配置し、先端的な生命科学・自然科学の教育・研究・
開発の進展に資することを目指しています。
この目的を達成するため、先端研究設備の操作指導
及び保守・管理ならびに施設管理業務を遂行することが
我々の使命です。これらの業務は、最新の測定・分析
技術、生殖工学技術等を修得、実践し、利用者である
学内外の教職員、学生の満足度を高めることが絶えず求
められます。7 名の技術職員は関連する学協会に所属す
るなどして、専門性の向上に努めています。
施設管理業務においては、4 部門の共通項が多々あ

ることから、テーマを設け定期的に議論を重ねています。
少人数ならではの活発な意見交換が現場に様々な創意
工夫を生み、利用者向けアンケートでは各部門とも高い
評価を得ています。
大学における研究設備の共用化は国の施策の一環で

もあり、学内における当センターの役割は一層重要にな
ることが予想されます。本
技術部は各技術職員の高
い専門性と創意工夫を武
器に、利用者からの信頼
を高め、教育・研究・開
発の進展に寄与できるよう
努めてまいります。

先端科学研究推進センター技術部

尾上 昌平 技術長

先端科学研究推進センター組織図

センター長

技術部

研究支援
ユニット

生命科学動物実験
ユニット

動物管理・小動物
研究推進部門機器分析部門

遺伝子実験部門

アイソトープ
実験部門

感染制御
研究部門

感染制御研究
ユニット

大動物
研究推進部門
医用ミニブタ・
先端医療開発
共同研究部門

KADAI JOURNAL No.222 6



研
究
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
令
和
４
年
４
月
の

先
端
科
学
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
の
改
組
に
伴

い
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
推
進
機
構
研
究
支
援
セ

ン
タ
ー
の
４
研
究
支
援
施
設
か
ら
、
郡
元
地
区

の
３
施
設
を
も
と
に
構
成
さ
れ
ま
し
た
。現
在
、

当
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
、ア
イ
ソ
ト
ー
プ
実
験
部
門（
小

山
部
門
長
（
兼
務
））、遺
伝
子
実
験
部
門
（
田

浦
部
門
長
）、機
器
分
析
部
門
（
澤
田
部
門
長
）

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
部
門
の
高
度
先
端

設
備
・
機
器
の
共
用
を
基
盤
に
、
鹿
児
島
大

学
に
お
け
る
科
学
研
究
の
支
援
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。さ
ら
に
、本
学
の
先
端
設
備
・
機
器
は
、

学
外
の
研
究
者
や
技
術
者
、
民
間
企
業
の
方

か
ら
も
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
は
、
当
研
究
支
援
ユ
ニ
ッ
ト

３
部
門
と
動
物
管
理
・
小
動
物
研
究
推
進
部

門
と
を
合
わ
せ
た
施
設
利
用
登
録
者
数
は

1
5
0
7
人
、
利
用
実
績
は
の
べ
3
万

2
3
1
2
人
と
な
っ
て
お
り
、
本
学
の
教
育
・

研
究
、
地
域
産
業
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き

く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
先
端
科
学
研
究
推

進
セ
ン
タ
ー
の
高
度
な
先
端
機
器
設
備
・
機

器
の
新
規
導
入
、
維
持
管
理
、
整
備
に
は
、

多
額
な
予
算
が
必
要
で
す
が
、
全
学
的
な
高

度
教
育
・
研
究
支
援
を
目
的
に
、
こ
れ
ら
の

設
備
・
機
器
を
共
用
化
し
、
利
用
者
負
担
を

で
き
る
限
り
抑
え
て
利
用
で
き
る
よ
に
、
料

金
設
定
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
当

セ
ン
タ
ー
の
共
用
設
備
・
機
器
は
90
機
に
も
及

び
ま
す
。

次
に
、
各
部
門
の
特
徴
と
支
援
状
況
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

アイ
ソ
ト
ー
プ
実
験
部
門

（
部
門
長
：
小
山
佳
一
教
授（
兼
務
））

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

アイ
ソ
ト
ー
プ
（
同
位
体
）
実
験
部
門
で
は
、

本
学
唯
一の
研
究
系
R
I
（
放
射
性
同
位
体
）

使
用
施
設
で
す
。
本
部
門
は
、
国
の
基
準
に

基
づ
い
て
厳
重
に
管
理
運
用
さ

れ
て
い
る
放
射
性
同
位
体
を

用
い
た
実
験
、
高
温
や
極
低

温
と
いっ
た
特
殊
環
境
下
の
実

験
が
で
き
る
施
設
で
す
。
現

在
、
理
工
学
研
究
科
（
理
学

部
・
工
学
部
）、
歯
学
部
、

農
学
部
、
共
同
獣
医
学
部
、

教
育
学
部
、
水
産
学
部
、
共

通
教
育
セ
ン
タ
ー
及
び
他
大

学
の
教
員
や
学
生
ら
が
、
本

部
門
を
利
用
し
て
教
育
・
研

究
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

R
I
の
基

盤
設
備
を
整

備
し
て
放
射

線
生
化
学
の

研
究
を
支
援

す
る
と
と
も

に
、
最
近
で

は
、
金
属
や

磁
性
材
料
に

微
量
に
含
ま

れ
る
鉄
同
位
体
の
状
態
を
、
マ
イ
ナ
ス

2
6
0
℃
の
極
低
温
か
ら
室
温
ま
で
評
価
で

き
る
メ
ス
バ
ウ
ア
分
光
測
定
の
支
援
も
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
5
0
0
℃
ま
で
の
高
温
エ
ッ

ク
ス
線
実
験
、
1
0
0
0
℃
ま
で
の
高
温
熱

分
析
、
極
低
温
か
ら
室
温
ま
で
の
電
気
抵
抗

測
定
、
地
磁
気
の
16
万
倍
の
磁
場
を
発
生
す

る
超
伝
導
磁
石
の
利
用
も
可
能
で
す
。
液
体

窒
素
（
マ
イ
ナ
ス
1
9
6
℃
）
の
供
給
サ
ー
ビ

ス
も
開
始
し
て
、
本
学
の
特
殊
環
境
下
研
究

の
支
援
に
も
対
応
し
た
部
門
と
な
っ
て
お
り
、

学
内
外
か
ら
利
用
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

遺
伝
子
実
験
部
門

（
部
門
長
：
田
浦
悟
教
授
）

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

遺
伝
子
実
験
部
門
は
、
本
学
の
先
端
遺
伝

子
研
究
を
支
援
す
る
た
め
に
、
こ
れ
に
関
係

す
る
高
度
な
設
備
及
び
機
器
を
管
理
運
用
し

て
い
ま
す
。
利
用
者
登
録
を
行
う
と
鹿
大

I
D
カ
ー
ド
に
よ
り
24
時
間
、
年
中
入
館
で

き
、
数
多
く
の
分
析
機
器
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
各
種
の
遺
伝
子
組
換
え
実
験

の
た
め
の
実
験
室
、
培
養
室
及
び
保
存
室
等

の
実
験
ス
ペー
ス
も
共
用
化
し
て
お
り
、
利
用

者
は
予
約
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
研
究
者
の
実

験
計
画
に
合
わ
せ
て
、
設
備
と
機
器
の
利
用

が
で
き
る
共
用
研
究
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
理
学
部
、工
学
部
、医
歯
学
総
合
研
究
科
、

農
学
部
、
共
同
獣
医
学
部
、
水
産
学
部
、
国

際
島
嶼
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
教
員
、
学
生
ら

が
当
部
門
を
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

当
部
門
が
管
理
す
る
D
N
A
シ
ー
ケ
ン
サ
ー

を
用
い
て
依
頼
分
析
、
試
薬
分
譲
を
行
う
な

ど
、
研
究
者
に
対
し
て
様
々
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
鹿
児
島
県
及
び
環
境
省
と
連
携
協

定
を
締
結
し
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
診
断
で

地
域
貢
献
も
行
っ
て
い
ま
す
。
当
部
門
が
管
理

す
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
P
C
R
検
査
や
質
量
分
析

装
置
等
は
学

内
だ
け
で
な

く
学
外
か
ら

の
利
用
も
あ

り
、
当
部
門

は
遺
伝
子
研

究
分
野
に
お

け
る
地
域
の

研
究
拠
点
に

な
っ
て
い
ま

す
。

機
器
分
析
部
門

（
部
門
長
：
澤
田
剛
准
教
授
）

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

機
器
分
析
部
門
は
、
物
質
の
物
理
的
及
び

化
学
的
分
析
に
関
す
る
高
度
先
端
研
究
設
備
・

機
器
の
管
理
及
び
整
備
を
担
当
し
、
こ
れ
ら

を
共
用
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
学
の
国
際

的
研
究
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
当
部
門
の

管
理
す
る
主
な
共
用
装
置
は
、
走
査
型
X
線

分
析
顕
微
鏡
、
走
査
型
プ
ロ
ー
ブ
顕
微
鏡
、

電
子
線
マ
イ
ク
ロ
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
、
核
磁
気
共

鳴
装
置
、
高
分
解
能
・
分
析
透
過
電
子
顕
微

鏡
な
ど
約
40
台
に
上
り
ま
す
。
こ
れ
ら
設
備
・

機
器
は
、
理
学
部
、
工
学
部
、
医
歯
学
総
合

研
究
科
、
農
学
部
、
水
産
学
部
、
教
育
学
部
、

埋
蔵
文
化
財

調
査
セ
ン

タ
ー
等
に
所

属
す
る
教
員

や
学
生
ら
に

よ
っ
て
利
用

さ
れ
、
本
学

の
教
育
研
究

に
役
立
て
ら

れ
て
お
り
ま

す
。さ

ら
に
、

こ
れ
ら
設
備
・
機
器
は
、
学
外
の
利
用
希
望

者
に
対
し
て
、
依
頼
分
析
（
有
料
）
を
受
け

る
形
で
対
応
し
、
地
域
の
学
術
と
産
業
振
興

に
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一つ
に
、
味
認
識
装
置
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
装
置
は
、
人
間
の
味
覚
受
容
体
を
模
倣

し
た
味
覚
セ
ン
サ
ー
を
利
用
し
て
、
わ
ず
か
な

味
の
違
い
を
相
対
的
に
数
値
化
で
き
、
鹿
児

島
県
内
の
食
品
関
係
企
業
の
利
用
実
績
（
依

頼
分
析
）
も
有
し
て
お
り
ま
す
。

当
部
門
は
、
そ
の
他
の
装
置
を
含
め
る
と
、

平
成
30
年
か
ら
令
和
3
年
の
４
年
間
で
、
他

大
学
か
ら
96
件
、
民
間
企
業
か
ら
1
1
8
件

の
利
用
・
分
析
依
頼
が
あ
り
、
対
応
し
て
き

ま
し
た
。
当
部
門
は
、
こ
れ
か
ら
先
も
本
学

の
研
究
力
向
上
と
、
地
域
の
学
術
と
産
業
発

展
に
貢
献
し
て
ゆ
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
研
究
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
本

学
の
先
端
科
学
研
究
の
基
盤
的
支
援
を
担
い
、

本
学
の
研
究
力
向
上
と
、
地
域
の
学
術
・
産

業
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
た

ゆ
ま
ず
、
学
内
外
の
研
究
者
・
利
用
者
目
線

に
立
っ
た
利
用
し
や
す
い
共
用
研
究
施
設
・
研

究
環
境
を
整
備
・
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

特集 鹿児島大学先端科学研究推進センター開設から１年
高度な研究・教育の支援・推進と地域イノベーションへの貢献をめざして

研究支援ユニット長

小山 佳一 教授

▼

研
究
支
援
ユ
ニ
ッ
ト

▶ 技術部
技術部は、高度研究先端機器・設備、遺伝子実験、
動物実験及び RI を活用した教育研究を支援するため、
4 部門（動物管理・小動物研究推進部門、遺伝子実験
部門、機器分析部門及びアイソトープ実験部門）に職員
を配置し、先端的な生命科学・自然科学の教育・研究・
開発の進展に資することを目指しています。
この目的を達成するため、先端研究設備の操作指導
及び保守・管理ならびに施設管理業務を遂行することが
我々の使命です。これらの業務は、最新の測定・分析
技術、生殖工学技術等を修得、実践し、利用者である
学内外の教職員、学生の満足度を高めることが絶えず求
められます。7 名の技術職員は関連する学協会に所属す
るなどして、専門性の向上に努めています。
施設管理業務においては、4 部門の共通項が多々あ

ることから、テーマを設け定期的に議論を重ねています。
少人数ならではの活発な意見交換が現場に様々な創意
工夫を生み、利用者向けアンケートでは各部門とも高い
評価を得ています。
大学における研究設備の共用化は国の施策の一環で

もあり、学内における当センターの役割は一層重要にな
ることが予想されます。本
技術部は各技術職員の高
い専門性と創意工夫を武
器に、利用者からの信頼
を高め、教育・研究・開
発の進展に寄与できるよう
努めてまいります。

先端科学研究推進センター技術部

尾上 昌平 技術長

先端科学研究推進センター組織図

センター長

技術部

研究支援
ユニット

生命科学動物実験
ユニット

動物管理・小動物
研究推進部門機器分析部門

遺伝子実験部門

アイソトープ
実験部門

感染制御
研究部門

感染制御研究
ユニット

大動物
研究推進部門
医用ミニブタ・
先端医療開発
共同研究部門
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総合科学域総合教育学系 総合教育機構　共通教育セ

ンター 初年次教育・教養教育部門   准教授

［学位］博士（文学）大阪大学 2014年3月、修士（文学）

大阪大学 2011年3月、学士（文学）奈良女子大学 

2009年3月

［委員歴］日本語学会   大会企画運営委員  

［専門分野］国語学、日本語学

坂井 美日（さかい・みか） 准教授

坂
井

　美
日
准
教
授

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
初
年
次
教
育
・
教
養
教
育
部
門

「
言
語
消
滅
危
機
が
叫
ば
れ
る
ず
っ
と
前
か
ら
、

島
に
は
こ
う
い
う
諺
が
あ
り
ま
し
た
」

　方
言
の
消
滅
危
機
は
、ユ
ネ
ス
コ
の
挙
げ
る

国
内
8
つ
の
言
語
に
限
ら
れ
た
話
で
は
な
い
。

現
に
、曽
祖
父
母
の
使
っ
て
い
た
流
暢
な
方
言

を
操
れ
る
現
役
世
代
が
今
ど
の
く
ら
い
い
る

だ
ろ
う
？

　坂
井
先
生
に
よ
る
と
、方
言
が
消

滅
す
る
要
因
に
は
、沖
縄
や
鹿
児
島
等
で
は
、

そ
の
背
景
に
方
言
弾
圧
の
歴
史
と
、そ
れ
に

よ
っ
て
植
え
付
け
ら
れ
た
当
事
者
の
方
言
へ
の

嫌
悪
が
作
用
し
た
こ
と
。ま
た
、観
光
客
受
け

入
れ
や
村
外
と
の
交
流
に
よ
る
共
通
語
使
用

機
会
の
増
加
、さ
ら
に
都
会
を
志
向
す
る
若
者

の
未
来
へ
の
配
慮
な
ど
に
よ
り
、方
言
が
封
印

さ
れ
て
き
た
宮
崎
県
椎
原
村
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
い
う
。「
そ
こ
に
悪
者
は
い
な
い
、

む
し
ろ
前
向
き
な
配
慮
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
。

け
れ
ど
も
、方
言
は
、そ
の
地
域
の
人
々
が
物

事
を
ど
う
捉
え
、ど
う
表
現
し
、ど
う
伝
え
合

う
か
、模
索
し
て
き
た
姿
そ
の
も
の
。そ
の
多

様
性
は
か
け
が
え
の
な
い
文
化
財
な
の
で
す
」

全
国
各
地
で
生
じ
る
言
語
消
滅
の
危
機
に
対

し
、山
田
先
生
が
中
心
と
な
っ
て
国
立
国
語
研

究
所
で
進
め
て
い
る
の
が「
言
語
復
興
の
港
」プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。研
究
者
が
文
法
記
述
を
行
う
と

同
時
に
、研
究
者
と
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
協

働
し
て
言
語
の
記
録
を
蓄
積
、さ
ら
に
こ
れ
ら

を
ベ
ー
ス
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
主
体
的
な

言
語
継
承
活
動
の
継
続
と
い
う
３
本
柱
で
成

り
立
っ
て
い
る
。山
田
先
生
は
こ
れ
ま
で
に
沖

永
良
部
島
で
の
協
働
を
進
め
て
お
り
、市
民
科

学
者
育
成
や
30
〜
40
代
の
言
語
復
活
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

坂
井
先
生
が
方
言
研
究
を
始
め
た
動
機
の
一

つ
に
は
、例
え
と
し
て
山
田
先
生
が
挙
げ
た
出

来
事
が
あ
っ
た
そ
う
。「
認
知
症
の
祖
父
の
お
見

舞
い
に
行
く
と『
見
知
ら
ん
な
ー
』っ
て
言
わ
れ

て
、私
の
こ
と
を
も
う
覚
え
て
な
い
ん
だ
、と

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。熊
本
弁
で「
見
違
え

る
ほ
ど
成
長
し
た
ね
」と
い
う
意
味
だ
と
後
か

ら
知
っ
た
の
で
す
が
、そ
れ
き
り
感
謝
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
悔
し
く
て
」。現

在
、講
義
や
論
文
執
筆
、方
言
辞
書
編
さ
ん
活
動

に
加
え
、学
生
と
と
も
に
鹿
児
島
弁
の
記
録
動

画
や
ネ
ッ
ト
辞
書
制
作
を
行
い
、若
い
世
代
の

関
心
を
高
め
る
教
育
活
動
に
尽
力
し
て
い
る
。

「
方
言
学
入
門
」で
は
、主
に
鹿
児
島
の
こ

と
ば
を
対
象
と
し
、言
語
研
究・方
言
研
究
の

手
法
を
学
ぶ
。こ
と
ば
の
抱
え
る
消
滅
危
機

問
題
に
つ
い
て
の
考
察
を
通
じ
、そ
の
背
景

に
あ
る
歴
史
や
文
化
の
多
様
性
を
認
識
す

る
こ
と
も
授
業
目
的
の
一
つ
だ
。坂
井
美
日

先
生
の
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、国

内
外
の
言
語
学
研
究
者
ら
に
よ
る
特
別
授

業
も
組
み
込
ま
れ
、ふ
だ
ん
何
気
な
く
使
っ

て
い
る
こ
と
ば
に
つ
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
考
察
を
深
め
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

な
っ
て
い
る
。国
立
国
語
研
究
所
の
言
語
学

者・山
田
真
寛
准
教
授
を
ゲ
ス
ト
講
師
に
迎

え
て
実
施
さ
れ
た
特
別
講
義
を
覗
い
た
。

　「わ
ー

　な
ー
わ

　や
ま
だ

　ま
さ
ひ
ろ

　

で
ぃ
ろ（
私
の
名
前
は
山
田
真
寛
で
す
）。も
ど

も
ど

　う
ま
れ
だ
の

　ほ
っ
か
い
ど
ー
だ
か
ら

さ

　ば
ー
ち
ゃ
ん
だ
ち
だ
ら

　こ
っ
た
ら
し
て

　し
ゃ
べ
っ
て
ら
っ
け
な
っ
て（
元
々
生
ま
れ

た
の
は
北
海
道
だ
か
ら
、ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は

こ
ん
な
ふ
う
に
し
て
話
し
て
い
た
な
と
）」。始

ま
り
は
、沖
永
良
部
島
の
こ
と
ば
と
函
館
の
こ

と
ば
を
使
っ
た
自
己
紹
介
。聞
き
慣
れ
な
い
こ

と
ば
を
聞
き
取
ろ
う
と
す
る
、聴
衆
の
集
中
度

が
一
気
に
高
ま
っ
た
中
で「
消
滅
危
機
言
語
の

継
承
保
存
は
可
能
〜
当
事
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

の
協
働
」を
テ
ー
マ
と
し
た
授
業
が
始
ま
る
。

　現
在
、世
界
に
は
6
千
か
ら
8
千
の
言
語
が

あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
と
お

よ
そ
2
5
0
0
の
言
語
が
消
滅
の
危
機
に
あ

る
と
い
う
。日
本
国
内
に
お
い
て
も
ア
イ
ヌ
語
、

八
重
山
語
、奄
美
語
な
ど
８
つ
の
言
語
が
消
滅

危
機
言
語
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
自
分
の
こ

と
ば
が
、な
く
な
る
側
に
数
え
ら
れ
て
た
ら
ど

ん
な
気
持
ち
に
な
る
か
な
？
」。知
ら
な
い
土

地
の
話
で
は
な
く
、自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え

て
、と
山
田
先
生
は
呼
び
か
け
る
。「
例
え
ば
近

い
将
来
、子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
、君
ら
の
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
と
は
話

が
通
じ
な
い
、と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
辛
い

よ
ね
」

「
む
ぬ
い
　ば
ち
た
や

　ち
ま

　ば
ち
る
ん

（
こ
と
ば
忘
れ
た
ら

　島
忘
れ
る
）
　ち
ま

　ば

ち
た
や

　う
や

　ば
ち
る
ん（
島
忘
れ
た
ら

　

親
忘
れ
る
）」。山
田
先
生
は
三
線
を
手
に
、八
重

山
諸
島
に
伝
わ
る
デ
ィ
ン
サ
ー
節
を
奏
で
、こ

と
ば
を
な
く
し
て
し
ま
う
と
故
郷
が
な
く
な

る
、故
郷
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、親
や
先

祖
、受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
も
な
く
な
っ
て

し
ま
う
、と
い
う
島
の
言
葉
を
学
生
に
届
け
る
。

潜入ルポ

む
ぬ
い

　ば
ち
た
や

　
　
　ち
ま

　ば
ち
る
ん

消
え
ゆ
く
言
語
の

復
活
へ
向
け
て

伝
え
た
い
思
い

「
方
言
学
入
門
」

（
共
通
教
育
科
目
）
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言
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は
、ユ
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ス
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の
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内
8
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の
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に
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で
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に
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母
の
使
っ
て
い
た
流
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な
方
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を
操
れ
る
現
役
世
代
が
今
ど
の
く
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い
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る

だ
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？

　坂
井
先
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に
よ
る
と
、方
言
が
消
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す
る
要
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に
は
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縄
や
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等
で
は
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に
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当
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受
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入
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や
村
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の
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流
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共
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の
未
来
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の
配
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な
ど
に
よ
り
、方
言
が
封
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れ
て
き
た
宮
崎
県
椎
原
村
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
い
う
。「
そ
こ
に
悪
者
は
い
な
い
、

む
し
ろ
前
向
き
な
配
慮
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
。

け
れ
ど
も
、方
言
は
、そ
の
地
域
の
人
々
が
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事
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う
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え
、ど
う
表
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の
。そ
の
多

様
性
は
か
け
が
え
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に
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し
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先
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と
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て
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研
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進
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の
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復
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の
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ク
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に
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坂
井
先
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が
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言
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を
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に
は
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え
と
し
て
山
田
先
生
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た
出

来
事
が
あ
っ
た
そ
う
。「
認
知
症
の
祖
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の
お
見

舞
い
に
行
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と『
見
知
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な
ー
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て
言
わ
れ

て
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の
こ
と
を
も
う
覚
え
て
な
い
ん
だ
、と

シ
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ッ
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を
受
け
ま
し
た
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本
弁
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見
違
え

る
ほ
ど
成
長
し
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う
意
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後
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の
で
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が
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れ
き
り
感
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を
伝
え
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が
で
き
な
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た
の
が
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し
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て
」。現

在
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言
辞
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編
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活
動

に
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、学
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と
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記
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画
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制
作
を
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の
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め
る
教
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活
動
に
尽
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し
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る
。

「
方
言
学
入
門
」で
は
、主
に
鹿
児
島
の
こ

と
ば
を
対
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と
し
、言
語
研
究・方
言
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究
の

手
法
を
学
ぶ
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と
ば
の
抱
え
る
消
滅
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機

問
題
に
つ
い
て
の
考
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を
通
じ
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の
背
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に
あ
る
歴
史
や
文
化
の
多
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性
を
認
識
す

る
こ
と
も
授
業
目
的
の
一
つ
だ
。坂
井
美
日

先
生
の
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、国

内
外
の
言
語
学
研
究
者
ら
に
よ
る
特
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授

業
も
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み
込
ま
れ
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だ
ん
何
気
な
く
使
っ

て
い
る
こ
と
ば
に
つ
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
視
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ら
考
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を
深
め
る
カ
リ
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ュ
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ム
に
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て
い
る
。国
立
国
語
研
究
所
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言
語
学

者・山
田
真
寛
准
教
授
を
ゲ
ス
ト
講
師
に
迎

え
て
実
施
さ
れ
た
特
別
講
義
を
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い
た
。

　「わ
ー

　な
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わ

　や
ま
だ

　ま
さ
ひ
ろ

　

で
ぃ
ろ（
私
の
名
前
は
山
田
真
寛
で
す
）。も
ど

も
ど

　う
ま
れ
だ
の
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か
い
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ー
だ
か
ら

さ

　ば
ー
ち
ゃ
ん
だ
ち
だ
ら

　こ
っ
た
ら
し
て

　し
ゃ
べ
っ
て
ら
っ
け
な
っ
て（
元
々
生
ま
れ

た
の
は
北
海
道
だ
か
ら
、ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は

こ
ん
な
ふ
う
に
し
て
話
し
て
い
た
な
と
）」。始

ま
り
は
、沖
永
良
部
島
の
こ
と
ば
と
函
館
の
こ

と
ば
を
使
っ
た
自
己
紹
介
。聞
き
慣
れ
な
い
こ

と
ば
を
聞
き
取
ろ
う
と
す
る
、聴
衆
の
集
中
度

が
一
気
に
高
ま
っ
た
中
で「
消
滅
危
機
言
語
の

継
承
保
存
は
可
能
〜
当
事
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

の
協
働
」を
テ
ー
マ
と
し
た
授
業
が
始
ま
る
。

　現
在
、世
界
に
は
6
千
か
ら
8
千
の
言
語
が

あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
と
お

よ
そ
2
5
0
0
の
言
語
が
消
滅
の
危
機
に
あ

る
と
い
う
。日
本
国
内
に
お
い
て
も
ア
イ
ヌ
語
、

八
重
山
語
、奄
美
語
な
ど
８
つ
の
言
語
が
消
滅

危
機
言
語
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
自
分
の
こ

と
ば
が
、な
く
な
る
側
に
数
え
ら
れ
て
た
ら
ど

ん
な
気
持
ち
に
な
る
か
な
？
」。知
ら
な
い
土

地
の
話
で
は
な
く
、自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え

て
、と
山
田
先
生
は
呼
び
か
け
る
。「
例
え
ば
近

い
将
来
、子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
、君
ら
の
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
と
は
話

が
通
じ
な
い
、と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
辛
い

よ
ね
」

「
む
ぬ
い
　ば
ち
た
や

　ち
ま

　ば
ち
る
ん

（
こ
と
ば
忘
れ
た
ら

　島
忘
れ
る
）
　ち
ま

　ば

ち
た
や

　う
や

　ば
ち
る
ん（
島
忘
れ
た
ら

　

親
忘
れ
る
）」。山
田
先
生
は
三
線
を
手
に
、八
重

山
諸
島
に
伝
わ
る
デ
ィ
ン
サ
ー
節
を
奏
で
、こ

と
ば
を
な
く
し
て
し
ま
う
と
故
郷
が
な
く
な

る
、故
郷
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、親
や
先

祖
、受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
も
な
く
な
っ
て

し
ま
う
、と
い
う
島
の
言
葉
を
学
生
に
届
け
る
。

潜入ルポ

む
ぬ
い

　ば
ち
た
や

　
　
　ち
ま

　ば
ち
る
ん

消
え
ゆ
く
言
語
の

復
活
へ
向
け
て

伝
え
た
い
思
い

「
方
言
学
入
門
」

（
共
通
教
育
科
目
）
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詳
し
い
の
に
、カ
エ
ル
に
は
さ
わ

れ
な
い
」現
代
っ
子
に
ふ
れ
、知
識

と
ア
ク
シ
ョ
ン
の
両
輪
が
大
切
、

と
痛
感
。館
の
単
発
行
事
と
し
て

森
の
よ
う
ち
え
ん
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。ニ
ー
ズ
は
予
想
を
上
回

り
、3
年
間
で
の
べ
3
0
0
0
人

が
参
加
す
る
人
気
イ
ベ
ン
ト
に
。

2
0
1
2
年
に
事
業
を
N
P
O

法
人
化
し
、学
習
館
閉
館（
18
年
）

後
も
保
護
者
ら
の
声
に
応
え
る

形
で
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　法
人
で
は
20
年
、農
学
部
と
の

共
同
研
究「
唐
湊
の
森
〜
里
山
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
着
手
。附

属
農
場
の
果
樹
園
の
一
画
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、四
季
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
学
び
の
場
を

広
く
提
供
す
る
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。市
街
地
か
ら
ア
ク
セ
ス

の
良
い
里
山
で
、農
学
部
の
ほ
か

工
学
部
、教
育
学
部
な
ど
総
合
大

学
の
強
み
を
生
か
し
た
自
然
体

験
を
提
供
で
き
る
、全
国
的
に
稀

有
な
場
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
街
と
自
然
が
近
接
し
て
い
る
鹿

児
島
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
の
魅

力
を
再
認
識
し
、次
世
代
へ
繋
い

で
ほ
し
い
」。市
川
さ
ん
の
願
い

で
す
。

森
の
中
で
幼
い
頃
か
ら
痛
い
思

い
、辛
い
思
い
を
経
験
す
る
こ
と

で
、自
然
と
対
峙
す
る
す
べ
を
身

に
つ
け
て
い
く
の
で
す
」。子
ど
も

た
ち
に
優
し
い
目
線
を
注
ぎ
な
が

ら
、市
川
雪
絵
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　横
浜
市
出
身
の
市
川
さ
ん
が

本
学
に
進
学
し
た
動
機
は
、ロ
ー

カ
ル
暮
ら
し
へ
の
憧
れ
。入
学
当

初
は
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

悩
ん
だ
そ
う
で
す
が
、２
年
生
の

時
、Y
M
C
A
の
活
動
の
一
環
で

自
然
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
画
。子
ど
も
た
ち
と
県
内
各

地
の
自
然
に
ふ
れ
る
体
験
を
通

じ
、野
外
教
育
、環
境
教
育
へ
の

関
心
が
深
ま
り
、国
内
外
で
の
研

修
や
学
び
を
重
ね
ま
し
た
。「
当

時
、大
学
で
学
ん
で
い
た
公
教
育

に
比
べ
、自
然
の
中
で
の
子
ど
も

の
育
ち
の
可
能
性
に
大
き
な
手

応
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。結
果

と
し
て
卒
業
後
の
進
路
は
教
職

以
外
の
道
を
選
択
し
ま
し
た
」

　首
都
圏
の
民
間
企
業
で
の
環

境
教
育
活
動
な
ど
を
経
て
30
歳

の
頃
、か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
に
創
設
さ
れ
た「
生
命
と
環

境
の
学
習
館
」職
員
と
し
て
再
び

鹿
児
島
へ
。「
カ
エ
ル
の
生
態
に
は

ら
ら
か
な
冬
の
朝
、園
舎
を

持
た
な
い
幼
稚
園「
か
ご
し

ま
森
の
よ
う
ち
え
ん
」を
鹿
児
島

市
の
吉
野
団
地
に
訪
ね
ま
し
た
。

一
軒
の
家
に
集
ま
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
リ
ュ
ッ
ク
や
水
筒
を
背
負
っ

て
い
ま
す
。バ
ス
に
乗
っ
て
出
か

け
る
の
？
と
考
え
て
い
る
と
、２

人
ず
つ
手
を
繋
ぎ
、歩
き
始
め
ま

し
た
。交
通
量
の
多
い
道
を
上
手

に
渡
る
と
、立
ち
並
ぶ
民
家
の
間

の
小
道
を
賑
や
か
に
歩
み
ま
す
。

20
分
ほ
ど
進
ん
だ
で
し
ょ
う
か
。

宅
地
の
外
れ
を
曲
が
る
と
風
景

と
空
気
が
一
変
！
手
つ
か
ず
の

雑
木
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。運

動
不
足
の
お
と
な
に
は
息
が
切

れ
そ
う
な
起
伏
の
あ
る
山
道
を
、

倒
木
に
よ
じ
登
っ
た
り
、木
の
実

を
拾
っ
た
り
、一
行
は
楽
し
げ
に

進
み
ま
す
。1
時
間
ほ
ど
か
け
て

森
の
奥
の
広
場
に
到
着
す
る
と
、

青
空
の
下
、ラ
ン
チ
タ
イ
ム
。

「
登
っ
て
い
る
木
は
い
つ
折
れ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。ハ
チ
が
飛
ん

で
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。身
を

守
る
に
は
、自
分
で
ア
ン
テ
ナ
を

張
れ
る
か
ど
う
か
。便
利
で
快
適

な
空
間
だ
け
で
育
て
ら
れ
る
と

感
性
が
鈍
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

う

NPO法人 かごしま子どもと自然研究所 
かごしま森のようちえん 統括責任者 市川 雪絵（いちかわ ゆきえ）
神奈川県出身。1995年3月 鹿児島大学教育学部教員養成課程・保健体育科卒業。民間企業の環境教
育部署勤務等を経て2003～2018年「生命と環境の学習館」（かごしま県民交流センター 6F）職員と
して環境教育活動に従事、2012年 NPO法人かごしま子どもと自然研究所設立、現在に至る。

OBOG
INTERVIEW

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

INTERVIEW

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
街
地
の
近
く
に
豊
か
な
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る

鹿
児
島
の
ま
ち
で
、五
感
を
研
ぎ
澄
ま
す

野
外
体
験
を
子
ど
も
た
ち
に
。

1人家の間の里道を通って森へ向かう。地域の人たちとのふれあいも成長の糧に　2平坦地も坂道も、その日に組むバディとの二人組で助け合って進んでいく 　
3木があれば登りたくなる。「やってみたい、不思議、面白い」という子どもの本領を存分に発揮させてくれる森の力　4「歩幅も手の長さもみんな違うのに、画一的
な遊具で遊ぶほうが無理がある。森では、一人ひとりが自分に合う遊び方を選ぶことができる」と市川さん　5スタッフが準備した給食を森に運んできた。とても長
く歩いてやってきた広場は、実は事務所から徒歩10分ほどの近距離だった　6市街地のすぐそばにある豊かな自然は、大きな恵みの宝庫だ

※活動の最新情報については、ウエブサイト（https://child-nature-labo.com/）、フェイスブックで確認ください。
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れ
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に
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と
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れ
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こ
と
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く歩いてやってきた広場は、実は事務所から徒歩10分ほどの近距離だった　6市街地のすぐそばにある豊かな自然は、大きな恵みの宝庫だ

※活動の最新情報については、ウエブサイト（https://child-nature-labo.com/）、フェイスブックで確認ください。
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野
大
輔
先
生
の
研
究
テ
ーマ

は
、海
や
川
に
暮
ら
す
共
生

生
物
、寄
生
生
物（
水
族
寄
生
虫
）

の
種
の
多
様
性
や
生
態
の
解
明
。

中
で
も
、寄
生
性
の
カ
イ
ア
シ
類
を

専
門
に
研
究
を
進
め
てい
る
。こ
れ

ま
で
の
調
査
研
究
活
動
を
通
じ
、

寄
生
性
生
物
の
み
な
ら
ず
さ
ま
ざ

ま
な
水
生
生
物
の
発
見
に
数
多
く

寄
与
。「
オ
シ
リ
カ
ジ
リ
ム
シ
」「
カ
ク

レ
ン
ボ
ウ
」な
ど
、ユニ
ー
ク
な
命
名

に
お
い
て
も
感
性
を
発
揮
す
る
。世

界
の
海
を
フィ
ー
ル
ド
と
し
て
、知
ら

れ
ざ
る
ミ
クロ
の
世
界
を
探
究
す
る

上
野
先
生
に
お
話
を
伺っ
た
。

　「寄
生
虫
と
い
う
と
気
持
ち
が
悪

い
、危
険
、と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

人
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

寄
生
生
物
は
人
間
に
危
害
を
加
え

る
こ
と
を
生
き
甲
斐
と
し
てい
る
わ

け
で
は
な
い
し
、大
半
の
種
は
人
間

に
無
害
で
、ひっ
そ
り
と
平
和
に
暮

ら
し
てい
る
の
で
す
」。危
険
な
寄
生

虫
と
し
て
、生
の
イ
カ
や
サ
バ
に
付

く
ア
ニ
サ
キ
ス
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
が
、海
や
川
に
暮
ら
す
寄
生
虫
の

研
究
者
は
世
界
的
に
数
少
な
く
、

キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
用
い
、い
ず
れ

も
各
種
メ
ディ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
。「
学
名
や
分
類
を
聞
い
て
も
印

象
に
残
ら
な
い
と
思
う
の
で
、親
し

み
や
す
く
、ウ
ケ
や
す
い
名
前
や
愛

称
を
付
け
てい
ま
す
。学
生
や
地
域

の
方
が
、環
境
や
生
き
物
に
関
心
を

向
け
る
きっか
け
に
な
れ
ば
」

　東
京
で
生
ま
れ
育
ち
、自
然
への

憧
れ
か
ら
琉
球
大
学
へ
進
学
、海
の

生
き
物
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
いっ
た

と
い
う
上
野
先
生
。「
鹿
児
島
は
、生

物
的
に
地
球
上
で一番
面
白
い
か
も

し
れ
な
い
場
所
」と
、感
じ
て
い
る
。

「
欧
米
の
生
物
学
者
は
、海
洋
で
の

調
査
研
究
を
行
う
場
合
、2
、3
カ

月
ス
パ
ン
の
エ
ク
ス
ペ
ディ
シ
ョン（
遠

征
）に
出
か
け
る
の
が
当
た
り
前
。

そ
れ
に
対
し
、鹿
児
島
で
は
日
帰
り

で
海へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
し
、そ
の

海
は
生
物
の
宝
庫
で
す
」。研
究
成

果
を
通
じ
て
鹿
児
島
の
豊
か
な
自

然
環
境
を
証
明
し
、今
後
、素
晴
ら

し
い
フィ
ー
ル
ド
で
生
物
を
研
究
し

よ
う
と
い
う
機
運
に
つ
な
ぎ
た
い
。そ

の
情
報
発
信
も
我
々
の
務
め
、と
上

野
先
生
は
結
ん
だ
。

寄
生
虫

が
出
て
く
る

こ
と
も
し
ば
し

ば
。ま
る
で
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
集
め
て
回
る
ゲ
ー
ム

の
よ
う
で
す
」。実
際
、古
く
か
ら
食

用
と
さ
れ
て
き
た
ゴマ
サ
バ
に
生
息

し
て
い
た
寄
生
虫
を
、上
野
先
生
の

研
究
チ
ー
ム
は
2
0
2
1
年
に
発

見
。長
年
、人
知
れ
ず
潜
ん
で
い
た

こ
と
か
ら
和
名
を「
カ
ク
レ
ン
ボ
ウ
」

と
し
た
。（カ
ク
レン
ボ
ウ：学
名
コロ
ボ
マー
タ
ス・

イ
ト
ウ
ア
イ
。長
澤
和
也
広
島
大
学
名
誉
教
授
と

の
共
同
研
究
に
よ
り
新
種
記
載
。ゴマ
サ
バ
の
頭
部

を
構
成
す
る
骨
の
中
を
通
る
細
い
管
内
部
に
棲

む
。人
間
に
は
無
害
で
食
品
衛
生
上
の
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
）

カ
ク
レ
ン
ボ
ウ
の
ほ
か
、上
野
先

生
は
発
見
し
た
生
き
物
に
ユニ
ー
ク

な
命
名
や
、親
し
み
や
す
い
表
現
を

意
識
し
て
い
る
。22
年
、出
水
市
の

干
潟
で
ハ
ゼ
科
の
チ
ワ
ラ
ス
ボ
の
共

生
生
物
と
し
て
発
見
し
た
新
科・新

属・新
種
の
甲
殻
類
に
は
、N
H
K

で
人
気
を
博
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

名
を
借
り
、科・属・和
名
に「
オ
シ

リ
カ
ジ
リ
ム
シ
」を
採
用
。ま
た
、同

年
、大
隅
半
島
で
発
見
し
た
、カニ
類

と
共
生
す
る
ヤマ
タ
ロ
ウ
ヤ
ド
リ
ツノ

ム
シ
に
は「
た
こ
さ
ん
ウィン
ナ
ー
」の

い
う
の
で

す
。そ
の
寄
生
虫
が

い
な
く
な
れ
ば
、魚
も
激
減
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。同
じ
よ
う
な

働
き
を
し
て
い
る
寄
生
虫
は
、き
っ

と
他
に
も
数
多
く
存
在
す
る
は
ず

で
す
。今
の
と
こ
ろ
、寄
生
虫
の
重

要
度
ど
こ
ろ
か
、種
類
さ
え
わ
かっ

て
い
な
い
の
で
す
が
、今
後
、調
査
研

究
が
進
め
ば
、存
在
し
な
い
と
我
々

の
暮
ら
し
が
揺
ら
ぐ
よ
う
な
寄
生

生
物
も
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
か
と
」

　未
開
拓
の
研
究
分
野
に
横
た
わ

る
壮
大
な
テ
ー
マ
に
、科
学
者
の
探

究
心
は
高
ま
る
が
、調
査
は
純
粋
に

面
白
い
、と
言
う
。「
寄
生
虫
は
、同

じ
種
類
で
あっ
て
も
そ
の
生
態
は
さ

ま
ざ
ま
、宿
主
の
ど
こ
に
潜
ん
で
い

る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。調
査
に
行

く
と
、ど
の
教
科
書
に
も
書
い
て
な

い
と
こ
ろ
か
ら
、見
た
こ
と
の
な
い

水
界
の
寄
生
虫
に
関
す
る
分
類
学

的
研
究
、生
態
学
的
研
究
は
と
も

に
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
い
う
。「
食
用

と
な
る
魚
種
や
、養
殖
魚
の
餌
に
な

る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
つい
て
は
古
く
か

ら
研
究
が
盛
ん
で
し
た
が
、人
間
の

活
動
に
ど
の
よ
う
に
関
与
し
てい
る

の
か
わ
か
ら
な
い
寄
生
虫
は
、重
要

視
さ
れ
て
こ
な
かっ
た
の
で
す
」

　だ
が
、研
究
が
進
む
に
つ
れ
、興

味
深
い
寄
生
生
物
の
生
態
も
わ
かっ

て
き
た
、と
上
野
先
生
。先
行
研
究

に
よ
り
、マ
ス
な
ど
の
渓
流
魚
は
、川

底
の
生
き
物
だ
け
で
は
な
く
、上
空

か
ら
墜
落
し
て
く
る
昆
虫
を
捕
食

し
、栄
養
の
大
部
分
を
後
者
か
ら

摂
取
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。「
で
は
、な
ぜ
昆
虫
が
落
下
す

る
の
か
と
い
う
と
、あ
る
寄
生
虫
が

関
与
し
てい
た
こ
と
が
判
明
し
た
と

上

Scholar Interview

研究室から

2004年3月 琉球大学理学部卒業,2007年3月 広島大学修士課程修
了(農学),2010年3月 広島大学博士課程修了(農学), 2015年鹿児
島大学 理工学域理学系 理工学研究科（理学系）地球環境科学専攻助
教・准教授,2020年4月 理学専攻 生物学プログラム准教授
■所属学会等：World Association of Copepodologists、日本甲殻
類学会、日本動物分類学会
■研究分野：○動物分類学 ○水族寄生虫学 ○寄生性カイアシ類

上野　大輔（うえの・だいすけ）Profile
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・
ポ
ケ
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ム

上
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教
授
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は、鹿児島の河川で採集されたモクズガ
ニの表面に共生するヤドリイツツノムシ類

世界で一番面白い研究フィールド・鹿児島
～新種発見に寄与する水族寄生虫分類学の第一人者～

出水市沿岸の干潟砂泥中から発見・記
載されたオシリカジリムシの雌成体体
長約1.3 mm (上野准教授提供)

世
界
で
一
番

面
白
い
フ
ィ
ー
ル
ド
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野
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究
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。
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す
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と
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で
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と
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て
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の
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や
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が
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く
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て
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が
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少
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、
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を
用
い
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れ
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で
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げ
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や
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を
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も
印
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に
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と
思
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の
で
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し
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や
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く
、ウ
ケ
や
す
い
名
前
や
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を
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け
てい
ま
す
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や
地
域

の
方
が
、環
境
や
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き
物
に
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を

向
け
る
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に
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れ
ば
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で
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ま
れ
育
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進
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に
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に
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な
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」と
、感
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で
の
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を
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遠
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の
が
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た
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。

そ
れ
に
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し
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児
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で
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日
帰
り

で
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と
が
で
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し
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で
す
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成
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を
通
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鹿
児
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の
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な
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で
生
物
を
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と
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は
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で
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で
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と
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サ
バ
に
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し
て
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寄
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細
い
管
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に
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に
は
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で
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は
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せ
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）
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ボ
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の
ほ
か
、上
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先

生
は
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た
生
き
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に
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な
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す
い
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は
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も
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ま
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に
行

く
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と
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と
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に
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と
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古
く
か

ら
研
究
が
盛
ん
で
し
た
が
、人
間
の

活
動
に
ど
の
よ
う
に
関
与
し
てい
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の
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視
さ
れ
て
こ
な
かっ
た
の
で
す
」

　だ
が
、研
究
が
進
む
に
つ
れ
、興

味
深
い
寄
生
生
物
の
生
態
も
わ
かっ

て
き
た
、と
上
野
先
生
。先
行
研
究

に
よ
り
、マ
ス
な
ど
の
渓
流
魚
は
、川

底
の
生
き
物
だ
け
で
は
な
く
、上
空

か
ら
墜
落
し
て
く
る
昆
虫
を
捕
食

し
、栄
養
の
大
部
分
を
後
者
か
ら

摂
取
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。「
で
は
、な
ぜ
昆
虫
が
落
下
す

る
の
か
と
い
う
と
、あ
る
寄
生
虫
が

関
与
し
てい
た
こ
と
が
判
明
し
た
と

上

Scholar Interview

研究室から

2004年3月 琉球大学理学部卒業,2007年3月 広島大学修士課程修
了(農学),2010年3月 広島大学博士課程修了(農学), 2015年鹿児
島大学 理工学域理学系 理工学研究科（理学系）地球環境科学専攻助
教・准教授,2020年4月 理学専攻 生物学プログラム准教授
■所属学会等：World Association of Copepodologists、日本甲殻
類学会、日本動物分類学会
■研究分野：○動物分類学 ○水族寄生虫学 ○寄生性カイアシ類

上野　大輔（うえの・だいすけ）Profile

リ
ア
ル
・
ポ
ケ
モ
ン
G
O

ひ
っ
そ
り
平
穏
に

大
学
院
理
工
学
研
究
科（
理
学
系
）理
学
専
攻
生
物
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

大
学
院
理
工
学
研
究
科（
理
学
系
）理
学
専
攻
生
物
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

上
野

大
輔
准
教
授

かわいい「たこさんウィンナー」の正体
は、鹿児島の河川で採集されたモクズガ
ニの表面に共生するヤドリイツツノムシ類

世界で一番面白い研究フィールド・鹿児島
～新種発見に寄与する水族寄生虫分類学の第一人者～

出水市沿岸の干潟砂泥中から発見・記
載されたオシリカジリムシの雌成体体
長約1.3 mm (上野准教授提供)

世
界
で
一
番

面
白
い
フ
ィ
ー
ル
ド
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ネ

Needs

Seeds

取り組み事例

法
文
学
部
人
文
学
科
心
理
学
コ
ー
ス

山
﨑
真
理
子
准
教
授

第 十二 回

appeal point

appeal point

企業、行政など連携先とのディスカッションを重ね、期待される効果に対して有意義な
心理学的アプローチを取り入れ、双方に実りある連携を目指します。

学術領域内外の講演会、セミナーや出版物編集等を通じ、心理学について広く伝える活動
に取り組んでいます。

　心
理
学
が
カ
バ
ー
す
る
領
域
は
大
き
く

基
礎
と
応
用
に
分
け
ら
れ
ま
す
。応
用
な
ら

臨
床
心
理
学
な
ど
、い
わ
ゆ
る
心
理
学
の
仕

事
に
直
結
す
る
内
容
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

医
療
、福
祉
、教
育
、司
法
矯
正
な
ど
の
現
場

で
働
く
心
理
士
／
師
さ
ん
は
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
か
と
。一
方
、大
学
な
ど
の
機
関
で
は
基

礎
研
究
を
通
し
て
心
の
法
則
を
探
り
ま
す
。

思
考
や
行
動
の
パ
タ
ー
ン
、生
理
反
応
な
ど

に
つ
い
て
調
査
や
実
験
を
行
い
、デ
ー
タ
の

分
析
結
果
を
手
掛
か
り
に
仮
説
検
証
す
る

活
動
で
す
。意
外
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、脳
の

活
動
を
測
定
し
た
り
、動
物
を
対
象
に
実
験

を
進
め
る
研
究
室
も
存
在
し
ま
す
。

　学
生
時
代
、動
物
も
人
も
対
象
の
ゼ
ミ
に

所
属
。実
験
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、主
と
し
て
食
行
動
に

関
す
る
基
礎
研
究
を
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。

人
は
な
ぜ
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
の
か
、ど
の

よ
う
な
状
況
で
食
べ
過
ぎ
る
の
か
。食
行
動

を
左
右
す
る
社
会
的
要
因
の
解
明
を
進
め

る
な
か
で
、複
数
の
食
品
会
社
と
の
共
同
研

究
が
実
現
し
、消
費
購
買
に
対
す
る
心
理
学

的
影
響
に
も
関
心
が
広
が
る
き
っ
か
け
に
。

現
在
は
消
費
者
行
動
の
理
解
を
目
指
し
、社

会
心
理
学
の
観
点
を
主
軸
に
実
験
を
中
心

と
し
た
研
究
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　消
費
者
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
昨

今
、企
業
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を

練
る
上
で
、消
費
者
心
理
を
理
解
す
る

こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。事
業
の
各
現
場
で
長
年
に
わ

た
り
蓄
積
さ
れ
て
き
た
経
験
則
が
高
い

価
値
を
有
す
る
の
と
同
様
、予
測
を
立

て
、デ
ー
タ
を
集
め
、統
計
的
手
法
で
解

析
す
る
と
い
う
学
術
的
知
見
も
、大
き

な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
解

明
さ
れ
た
学
術
的
知
見
を
企
業
活
動

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
連
携

は
、現
状
で
は
あ
ま
り
数
多
く
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
が
、新
た
な
視
点
の
獲
得
と

い
う
面
に
お
い
て
、ま
た
商
品
開
発
や

販
売
戦
略
構
築
に
お
い
て
貢
献
で
き
る

可
能
性
は
高
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。研
究
者
に
と
っ
て
も
現
場
目
線
を

知
っ
た
上
で
基
礎
研
究
に
取
り
組
む
発

想
は
有
意
義
な
こ
と
で
す
。教
育
活
動

に
お
い
て
は
2
0
1
8
年
よ
り
、心
理

学
を
学
ぶ
学
生
を
対
象
と
す
る
産
業
心

理
支
援
実
習
の
中
で
、地
元
企
業
の
ご

協
力
の
下
、学
生
主
体
の
販
売
促
進
活

動
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

研究の背景

期待される効果・応用分野

食行動や消費者行動に影響を及ぼす
諸要因について心理学的側面から探究

【学術的データを活用したマーケティング戦略支援】
心
理
学
的
側
面
か
ら
消
費
購
買
行
動
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　母
校
で
は
ラ
ッ
ト
を
対
象
に
実
験
す
る
先
生
方
や
先

輩
方
も
い
て
、そ
の
際
は
餌
を
報
酬
に
学
習
さ
せ
る
こ
と

か
ら
、食
行
動
に
対
す
る
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。私
自

身
、食
べ
る
こ
と
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
、人
は
食
事
相

手
の
有
無
で
食
べ
方
が
ど
う
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う

単
純
な
疑
問
か
ら
始
ま
っ
た
研
究
で
し
た
。海
外
の
肥
満

大
国
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
実
験
を
参
考
に
、日
本
人
の
食
行
動
パ
タ
ー
ン
な
ど

観
察
し
、学
会
で
発
表
し
た
こ
と
が
企
業
と
の
交
流
の
きっ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　心
理
学
は
、臨
床
畑
で
も
研
究
畑
で
も
国
内
の
ポ
ス
ト
に
は
限
り
が
あ
り
、心
理

学
専
攻
生
が
専
門
職
以
外
に
就
く
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。と
は
い
え
、在

学
中
に
調
査
や
実
験
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
し
っ
か
り
学
び
ま
す
の
で
、ど
ん
な
職
に
就
い

て
も
知
識
は
役
に
立
っ
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
てい
ま
す
。

　も
し
ご
興
味
が
あ
れ
ば
機
関
誌「
心
理
学
ワ
ー
ル
ド
」（
日
本
心
理
学
会
刊
行
）

な
ど
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
、ま
ず
軽
く
読
ん
で
み
る
の
に
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

法
文
学
部
人
文
学
科
心
理
学
コ
ー
ス

　
　山
﨑
真
理
子（
や
ま
さ
き
・
ま
り
こ
）准
教
授

株
式
会
社
丸
屋
本
社
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
事
業
部

　広
報
室
長

松
見
千
種（
ま
つ
み・ち
ぐ
さ
）さ
ん

マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
は
鹿
児
島
市
天
文
館
に
あ
る
商

業
施
設
で
、コ
ン
セ
プ
ト
は『
ユ
ナ
イ
ト
メ
ン
ト
』。人
と

人
、人
と
モ
ノ
、モ
ノ
と
コ
ト
、す
べ
て
が
有
機
的
に
つ
な

が
り
あ
う
場
所
と
し
て
、地
域
の
コ
ミ
ュニ
ティ
活
動
の

場
と
商
業
施
設
が
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
で
、新
し
いつ
な

が
り
や
絆
が
生
ま
れ
る
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。鹿

児
島
大
学
法
文
学
部
心
理
学
コ
ー
ス
の
産
業
心
理
支
援
実
習
と
し
て
、プ
レ
企

画
も
含
め
る
と
2
0
1
7
年
よ
り
連
携
し
、大
学
で
学
ぶ
心
理
学
の
知
識
を
、バ

レ
ン
タ
イ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の
集
客
販
促
へつ
な
げ
る
連
携
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。2
0
2
2
年
は
、無
印
良
品
の
地
域
連
携
ス
ペー
ス(O

penM
U
JI)

を
活

用
し
、環
境
と
暖
か
さ
を
テ
ー
マ
に
し
た
商
品
を
ク
イ
ズ
で
探
し
な
が
ら
、店
舗
内

を
回
遊
さ
せ
る
企
画
を
開
催
。予
想
以
上
の
お
客
様
に
参
加
い
た
だ
く
結
果
と

な
り
、心
理
学
と
集
客
施
策
の
関
係
性
が
深
い
こ
と
を
私
自
身
も
実
感
し
ま
し

た
。ま
た
、S
N
S
や
動
画
を
活
用
し
た
、心
理
学
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
宣
伝
施

策
な
ど
、学
生
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
ティ
溢
れ
る
ア
イ
デ
ア
は
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

鹿
大
メッ
セ
ー
ジ

マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
か
ら
の
メッ
セ
ー
ジ

������
2
0
1
0
年
3
月
　同
志
社
大
学
　博
士（
心
理
学
）修
了

2
0
1
7
年
4
月
　鹿
児
島
大
学
 法
文
教
育
学
域
法
文
学
系
法
文
学
部
人
文
学
科
准
教
授

学
会
：
日
本
心
理
学
会
／
日
本
社
会
心
理
学
会
／
日
本
消
費
者
行
動
研
究
学
会
／
産
業
・
組
織
心
理
学
会

産学連携に関する相談・お問い合わせ窓口：南九州・南西諸島域イノベーションセンター　☎099-285-8491

消
費
者
行
動
に
影
響
を
与
え
る

　
　
　
　
　心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

〜
心
理
学
実
験
・
研
究
手
法
を
生
か
し
た
産
学
連
携
活
動
〜

【　　　　　　　　　　　　　　　　　】

マルヤガーデンズ・無印良品における販売促進イベント
「サンタを探せ！地球にやさしいぽかぽかクリスマス」実施
開催日時：2022年12月24 ～ 25日（土日）11時00分～ 18時00分
受付場所：マルヤガーデンズ ５階 無印良品 Open MUJI
企画運営：「産業心理支援実習」受講者33名（心理学コース3年生、４年生）

＜概要＞人の行動や心の動きに関する法則を探る心理学の基礎研究の成果を参考に、現場の目線
を取り入れながら売り上げを伸ばすための企画を学生が組み立て、イベント企画・運営と併せてア
ンケートに基づく効果検証を行いました。同様の取り組みは2018年からマルヤガーデンズ事業部
や、紀伊國屋書店鹿児島店（アミュプラザ4階）の協力の下、実施しています。

＜企業ニーズ把握＞実施にあたり、まず企業への事前ヒアリングを行いました。今回のイベントにあたり、企業側の要望と
して、広い店内の商品レイアウトをお客様に知ってほしい、生活雑貨の販売促進に注力してほしいという目標を共有し、企
画検討を開始しました。

＜企画提案＞複数候補の提案企画の中から、店内巡回を促し、奥まった場所の棚の雑貨にも注意を向ける機会を創出する
アイディアが採用となりました。　ゲーム感覚でお客様にサンタクロースのイラスト
付きPOP広告を探してもらいながら、推奨商品の売り場や雑貨の魅力を知ってもらう
のが狙いです。また、無印良品の商品で暖かく快適な冬を過ごす学生の暮らしをショー
トフィルム風に仕上げた動画も制作し、会場で放映しました。チラシや動画内には、寒
さが厳しく電気代が高騰している話題も織り込み、省エネ・節約のアピールも盛り込み
ました。

＜売り場への参画＞現場からのアドバイスもいただきながら、学生が設営を行い、イベント当日は接客のほかサンタ探し
のヒントを出したり、アンケート用紙の回収などに携わりました。学生が企画および運営するイベントであることを強調
して、若い世代の集客にも努めました。

＜アンケート調査等による検証＞目標200人に対して420人超に参加していただき、売り上げの伸びが良いところもあっ
たというお声も連携先からいただきました。一方、どんな人が参加したのか、想定通りの効果があったのかなど、POSデー
タだけではわからない内面をアンケート調査上で問い、結果を企業にフィードバックしました。心理学の研究成果を活用
して企画に盛り込むという部分と、心理学の研究方法のノウハウを生かして効果検証するという点がこの産学連携活動の
ポイントです。

＜企画の背景にある学術的アプローチ＞受講生達が注目したのは「単純接触効果（mere exposure effect）」と呼ばれる、心
理学の基礎研究の応用です。これは数多く触れたものに好意度が増す、という人の心の動きの法則です。基礎研究ではこの
効果の発生条件や生起過程などについて丁寧に検証する一方で、今回は実践への応用と販促の効果検証に挑戦しました。
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Seeds

取り組み事例

法
文
学
部
人
文
学
科
心
理
学
コ
ー
ス

山
﨑
真
理
子
准
教
授

第 十二 回

appeal point

appeal point

企業、行政など連携先とのディスカッションを重ね、期待される効果に対して有意義な
心理学的アプローチを取り入れ、双方に実りある連携を目指します。

学術領域内外の講演会、セミナーや出版物編集等を通じ、心理学について広く伝える活動
に取り組んでいます。

　心
理
学
が
カ
バ
ー
す
る
領
域
は
大
き
く

基
礎
と
応
用
に
分
け
ら
れ
ま
す
。応
用
な
ら

臨
床
心
理
学
な
ど
、い
わ
ゆ
る
心
理
学
の
仕

事
に
直
結
す
る
内
容
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

医
療
、福
祉
、教
育
、司
法
矯
正
な
ど
の
現
場

で
働
く
心
理
士
／
師
さ
ん
は
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
か
と
。一
方
、大
学
な
ど
の
機
関
で
は
基

礎
研
究
を
通
し
て
心
の
法
則
を
探
り
ま
す
。

思
考
や
行
動
の
パ
タ
ー
ン
、生
理
反
応
な
ど

に
つ
い
て
調
査
や
実
験
を
行
い
、デ
ー
タ
の

分
析
結
果
を
手
掛
か
り
に
仮
説
検
証
す
る

活
動
で
す
。意
外
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、脳
の

活
動
を
測
定
し
た
り
、動
物
を
対
象
に
実
験

を
進
め
る
研
究
室
も
存
在
し
ま
す
。

　学
生
時
代
、動
物
も
人
も
対
象
の
ゼ
ミ
に

所
属
。実
験
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、主
と
し
て
食
行
動
に

関
す
る
基
礎
研
究
を
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。

人
は
な
ぜ
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
の
か
、ど
の

よ
う
な
状
況
で
食
べ
過
ぎ
る
の
か
。食
行
動

を
左
右
す
る
社
会
的
要
因
の
解
明
を
進
め

る
な
か
で
、複
数
の
食
品
会
社
と
の
共
同
研

究
が
実
現
し
、消
費
購
買
に
対
す
る
心
理
学

的
影
響
に
も
関
心
が
広
が
る
き
っ
か
け
に
。

現
在
は
消
費
者
行
動
の
理
解
を
目
指
し
、社

会
心
理
学
の
観
点
を
主
軸
に
実
験
を
中
心

と
し
た
研
究
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　消
費
者
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
昨

今
、企
業
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を

練
る
上
で
、消
費
者
心
理
を
理
解
す
る

こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。事
業
の
各
現
場
で
長
年
に
わ

た
り
蓄
積
さ
れ
て
き
た
経
験
則
が
高
い

価
値
を
有
す
る
の
と
同
様
、予
測
を
立

て
、デ
ー
タ
を
集
め
、統
計
的
手
法
で
解

析
す
る
と
い
う
学
術
的
知
見
も
、大
き

な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
解

明
さ
れ
た
学
術
的
知
見
を
企
業
活
動

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
連
携

は
、現
状
で
は
あ
ま
り
数
多
く
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
が
、新
た
な
視
点
の
獲
得
と

い
う
面
に
お
い
て
、ま
た
商
品
開
発
や

販
売
戦
略
構
築
に
お
い
て
貢
献
で
き
る

可
能
性
は
高
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。研
究
者
に
と
っ
て
も
現
場
目
線
を

知
っ
た
上
で
基
礎
研
究
に
取
り
組
む
発

想
は
有
意
義
な
こ
と
で
す
。教
育
活
動

に
お
い
て
は
2
0
1
8
年
よ
り
、心
理

学
を
学
ぶ
学
生
を
対
象
と
す
る
産
業
心

理
支
援
実
習
の
中
で
、地
元
企
業
の
ご

協
力
の
下
、学
生
主
体
の
販
売
促
進
活

動
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

研究の背景

期待される効果・応用分野

食行動や消費者行動に影響を及ぼす
諸要因について心理学的側面から探究

【学術的データを活用したマーケティング戦略支援】
心
理
学
的
側
面
か
ら
消
費
購
買
行
動
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　母
校
で
は
ラ
ッ
ト
を
対
象
に
実
験
す
る
先
生
方
や
先

輩
方
も
い
て
、そ
の
際
は
餌
を
報
酬
に
学
習
さ
せ
る
こ
と

か
ら
、食
行
動
に
対
す
る
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。私
自

身
、食
べ
る
こ
と
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
、人
は
食
事
相

手
の
有
無
で
食
べ
方
が
ど
う
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う

単
純
な
疑
問
か
ら
始
ま
っ
た
研
究
で
し
た
。海
外
の
肥
満

大
国
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
実
験
を
参
考
に
、日
本
人
の
食
行
動
パ
タ
ー
ン
な
ど

観
察
し
、学
会
で
発
表
し
た
こ
と
が
企
業
と
の
交
流
の
きっ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　心
理
学
は
、臨
床
畑
で
も
研
究
畑
で
も
国
内
の
ポ
ス
ト
に
は
限
り
が
あ
り
、心
理

学
専
攻
生
が
専
門
職
以
外
に
就
く
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。と
は
い
え
、在

学
中
に
調
査
や
実
験
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
し
っ
か
り
学
び
ま
す
の
で
、ど
ん
な
職
に
就
い

て
も
知
識
は
役
に
立
っ
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
てい
ま
す
。

　も
し
ご
興
味
が
あ
れ
ば
機
関
誌「
心
理
学
ワ
ー
ル
ド
」（
日
本
心
理
学
会
刊
行
）

な
ど
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
、ま
ず
軽
く
読
ん
で
み
る
の
に
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

法
文
学
部
人
文
学
科
心
理
学
コ
ー
ス

　
　山
﨑
真
理
子（
や
ま
さ
き
・
ま
り
こ
）准
教
授

株
式
会
社
丸
屋
本
社
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
事
業
部

　広
報
室
長

松
見
千
種（
ま
つ
み・ち
ぐ
さ
）さ
ん

マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
は
鹿
児
島
市
天
文
館
に
あ
る
商

業
施
設
で
、コ
ン
セ
プ
ト
は『
ユ
ナ
イ
ト
メ
ン
ト
』。人
と

人
、人
と
モ
ノ
、モ
ノ
と
コ
ト
、す
べ
て
が
有
機
的
に
つ
な

が
り
あ
う
場
所
と
し
て
、地
域
の
コ
ミ
ュニ
ティ
活
動
の

場
と
商
業
施
設
が
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
で
、新
し
いつ
な

が
り
や
絆
が
生
ま
れ
る
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。鹿

児
島
大
学
法
文
学
部
心
理
学
コ
ー
ス
の
産
業
心
理
支
援
実
習
と
し
て
、プ
レ
企

画
も
含
め
る
と
2
0
1
7
年
よ
り
連
携
し
、大
学
で
学
ぶ
心
理
学
の
知
識
を
、バ

レ
ン
タ
イ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の
集
客
販
促
へつ
な
げ
る
連
携
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。2
0
2
2
年
は
、無
印
良
品
の
地
域
連
携
ス
ペー
ス(O

penM
U
JI)

を
活

用
し
、環
境
と
暖
か
さ
を
テ
ー
マ
に
し
た
商
品
を
ク
イ
ズ
で
探
し
な
が
ら
、店
舗
内

を
回
遊
さ
せ
る
企
画
を
開
催
。予
想
以
上
の
お
客
様
に
参
加
い
た
だ
く
結
果
と

な
り
、心
理
学
と
集
客
施
策
の
関
係
性
が
深
い
こ
と
を
私
自
身
も
実
感
し
ま
し

た
。ま
た
、S
N
S
や
動
画
を
活
用
し
た
、心
理
学
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
宣
伝
施

策
な
ど
、学
生
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
ティ
溢
れ
る
ア
イ
デ
ア
は
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

鹿
大
メッ
セ
ー
ジ

マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
か
ら
の
メッ
セ
ー
ジ

������
2
0
1
0
年
3
月
　同
志
社
大
学
　博
士（
心
理
学
）修
了

2
0
1
7
年
4
月
　鹿
児
島
大
学
 法
文
教
育
学
域
法
文
学
系
法
文
学
部
人
文
学
科
准
教
授

学
会
：
日
本
心
理
学
会
／
日
本
社
会
心
理
学
会
／
日
本
消
費
者
行
動
研
究
学
会
／
産
業
・
組
織
心
理
学
会

産学連携に関する相談・お問い合わせ窓口：南九州・南西諸島域イノベーションセンター　☎099-285-8491

消
費
者
行
動
に
影
響
を
与
え
る

　
　
　
　
　心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

〜
心
理
学
実
験
・
研
究
手
法
を
生
か
し
た
産
学
連
携
活
動
〜

【　　　　　　　　　　　　　　　　　】

マルヤガーデンズ・無印良品における販売促進イベント
「サンタを探せ！地球にやさしいぽかぽかクリスマス」実施
開催日時：2022年12月24 ～ 25日（土日）11時00分～ 18時00分
受付場所：マルヤガーデンズ ５階 無印良品 Open MUJI
企画運営：「産業心理支援実習」受講者33名（心理学コース3年生、４年生）

＜概要＞人の行動や心の動きに関する法則を探る心理学の基礎研究の成果を参考に、現場の目線
を取り入れながら売り上げを伸ばすための企画を学生が組み立て、イベント企画・運営と併せてア
ンケートに基づく効果検証を行いました。同様の取り組みは2018年からマルヤガーデンズ事業部
や、紀伊國屋書店鹿児島店（アミュプラザ4階）の協力の下、実施しています。

＜企業ニーズ把握＞実施にあたり、まず企業への事前ヒアリングを行いました。今回のイベントにあたり、企業側の要望と
して、広い店内の商品レイアウトをお客様に知ってほしい、生活雑貨の販売促進に注力してほしいという目標を共有し、企
画検討を開始しました。

＜企画提案＞複数候補の提案企画の中から、店内巡回を促し、奥まった場所の棚の雑貨にも注意を向ける機会を創出する
アイディアが採用となりました。　ゲーム感覚でお客様にサンタクロースのイラスト
付きPOP広告を探してもらいながら、推奨商品の売り場や雑貨の魅力を知ってもらう
のが狙いです。また、無印良品の商品で暖かく快適な冬を過ごす学生の暮らしをショー
トフィルム風に仕上げた動画も制作し、会場で放映しました。チラシや動画内には、寒
さが厳しく電気代が高騰している話題も織り込み、省エネ・節約のアピールも盛り込み
ました。

＜売り場への参画＞現場からのアドバイスもいただきながら、学生が設営を行い、イベント当日は接客のほかサンタ探し
のヒントを出したり、アンケート用紙の回収などに携わりました。学生が企画および運営するイベントであることを強調
して、若い世代の集客にも努めました。

＜アンケート調査等による検証＞目標200人に対して420人超に参加していただき、売り上げの伸びが良いところもあっ
たというお声も連携先からいただきました。一方、どんな人が参加したのか、想定通りの効果があったのかなど、POSデー
タだけではわからない内面をアンケート調査上で問い、結果を企業にフィードバックしました。心理学の研究成果を活用
して企画に盛り込むという部分と、心理学の研究方法のノウハウを生かして効果検証するという点がこの産学連携活動の
ポイントです。

＜企画の背景にある学術的アプローチ＞受講生達が注目したのは「単純接触効果（mere exposure effect）」と呼ばれる、心
理学の基礎研究の応用です。これは数多く触れたものに好意度が増す、という人の心の動きの法則です。基礎研究ではこの
効果の発生条件や生起過程などについて丁寧に検証する一方で、今回は実践への応用と販促の効果検証に挑戦しました。
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• 経営協議会学外委員等による学内視察を実施
11月7日、経営協議会学外委員（学外有識者）並びに学長、役員等による学内視察を
実施しました。
この学内視察は、8月に実施している「経営協議会学外委員と教育研究評議会評議員
等との意見交換会」（経営協議会と教育研究評議会との合同懇談会を実施し、学外有識

者との意見交換の機会を充実することを目的に実施
している会）とは別に、11月に実施したものです。
視察コースの国際交流会館1～3号館、外国人研
究者宿泊施設、学生寄宿舎（共用棟、男子寄宿舎、女子寄宿舎等）では各施設
の状況等を、共同獣医学部では遠隔授業システムを利用した山口大学および本
学学生らの授業を視察し、学外委員から各説明者に対して多くの質問があり、
経営協議会学外委員に本学の状況をより理解いただく機会となりました。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 稲盛和夫鹿児島大学名誉博士のお別れの会
12月19日、去る8月24日に逝去された稲盛 和夫鹿児島大学名誉博士の生前のご功績を讃
えるとともに、これまでの本学への多大なる貢献に感謝し、お別れの会を執り行いました。
会場となった学習交流プラザでは、午前中は稲盛名誉博士にゆかりのある経済界や行政
の関係者、午後は一般の方や教職員・学生らが参列し、1日を通して約800人が流れ献花に
より故人を偲びました。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 令和4年度後期鹿児島大学留学生後援会奨学金授与式を開催
2月13日、令和4年度後期鹿児島大学留学生後援会奨学金授与式が行われました。
本奨学金は、鹿児島大学留学生後援会が私費外国人留学生に対して経済的支援を行うこと
で学習効果を高めることを目的としており、今回は、3名の留学生に奨学金が支給されました。
授与式では、後援会会長である佐野 輝学長が、出席した3名に奨学金を手渡し、「世界が新
型コロナウイルス感染拡大の影響を受け大変な状態の中で、留学生の皆様も不慣れな異国の
地での生活に苦労しながら、自己の目的を達成するために、勉学に励んでおられる。これからも積極的に学ぶ姿勢を
持ち続け、研鑽を積むことにより、自己の目的を達成するとともに、留学を終え帰国した後も日本及び鹿児島とのつ
ながりを持ち続け、母国との懸け橋になっていただくことを期待している。」と激励の言葉を贈りました。
留学生を代表して、農学部の張 封佳（チョウ フウカ）さんは、「奨学生に採用していただき、心から感謝している。
今後、自分の研究価値を拡大するように、日本と中国の架け橋になれるように、一生懸命頑張っていきたい。」と感
謝の意と抱負を述べました。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 【寄稿】「樟寿会便り」
鹿児島大学樟寿会は鹿児島大学名誉教授の親睦団体です。昨年度と同様、本年度も新型コロナの新たな感染拡大の
兆候が見られたため、会食を伴う「懇親会」は自粛し、Zoomを利用したオンライン併用で、11月19日（土）13時
30分より、「第19回樟寿会総会・記念講演会」が稲盛アカデミーA11講義室で開催されました。参加者はオンライン
参加者10名を含めて45名でした。遠方では名古屋市、宇治市、長崎市からのオンライン参加がありました。
冒頭、昨年の総会からの物故者10名の方々の御霊に黙祷を捧げたのち、「総会」に入り、
吉田浩己会長の挨拶に続いて、会場参加の新入会員、隅田泰生会員（R4、理工学研究科（工
学系））、愛甲正会員（R4、理工学研究科（理学系））の自己紹介がありました。引き続き、
中谷宗弘会員（H.18、理）を議長に選出して議事に移り、前総会からの活動報告、令和3年
度会計報告が承認されました。
その後、小休憩を取ったのち、本会顧問の佐野輝学長から鹿児島大学の現状と展望につ
いて詳しいお話がありました。学長就任以来、厳しい財政事情を抱える中でこれを克服し、地域貢献を重視した総合
大学として各方面から高く評価される特色ある取り組みを推進されてきたこれまでの経過と更なる発展の展望につい
て話されました。
「記念講演」は、本会会員の種村完司氏（H.22、教育）による、「『葉隠』の実相－この書の魅力と限界－を語る」と題
するものでした。『葉隠』とは、佐賀藩2代藩主鍋島光茂にお側役として仕えた山本常朝（1659－1719年）が主君亡
き後、出家し隠棲していた約7年間の談話を、後輩の田代陣基が筆録して成った『葉隠聞書』のことです。時代の過
渡期にあって、自らの死生観、武士倫理、喜怒哀楽を本音で語っている点が魅力であり、名誉と誇りを重んじる「武
士道」と「奉公人道」との葛藤、自律と服従との矛盾の中で職責を全うした生きざまは、組織の中で生きる現代人に
も訴えるものがある、というのが種村氏の見解でした。
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鹿大｢進取の精神｣支援基金への寄附者様ご芳名一覧
鹿大｢進取の精神｣支援基金へのご協力を賜りました皆様に心より御礼申し上げます。お受けいたしました寄附金は、基金の目的に沿って有意義に活用させていただ

きます。ご寄附いただきました皆様方への感謝の意を込めまして、ご芳名等を掲載させていただきます。
なお、ご意向により、ご芳名等の掲載をご希望されない寄附者様につきましては、本誌に掲載いたしておりません。今後とも、鹿児島大学へのご支援、ご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。
令和5年3月   国立大学法人鹿児島大学   学長　佐野 輝

【2022年1月から2022年12月までの寄附者様】 （順不同・敬称略）

学内視察の様子（共同獣医学部での遠隔授業概要説明）

お別れの会の様子

佐野輝学長の講話
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Topics

鹿大トピックス

鹿大トピックス

• 経営協議会学外委員等による学内視察を実施
11月7日、経営協議会学外委員（学外有識者）並びに学長、役員等による学内視察を
実施しました。
この学内視察は、8月に実施している「経営協議会学外委員と教育研究評議会評議員
等との意見交換会」（経営協議会と教育研究評議会との合同懇談会を実施し、学外有識

者との意見交換の機会を充実することを目的に実施
している会）とは別に、11月に実施したものです。
視察コースの国際交流会館1～3号館、外国人研
究者宿泊施設、学生寄宿舎（共用棟、男子寄宿舎、女子寄宿舎等）では各施設
の状況等を、共同獣医学部では遠隔授業システムを利用した山口大学および本
学学生らの授業を視察し、学外委員から各説明者に対して多くの質問があり、
経営協議会学外委員に本学の状況をより理解いただく機会となりました。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 稲盛和夫鹿児島大学名誉博士のお別れの会
12月19日、去る8月24日に逝去された稲盛 和夫鹿児島大学名誉博士の生前のご功績を讃
えるとともに、これまでの本学への多大なる貢献に感謝し、お別れの会を執り行いました。
会場となった学習交流プラザでは、午前中は稲盛名誉博士にゆかりのある経済界や行政
の関係者、午後は一般の方や教職員・学生らが参列し、1日を通して約800人が流れ献花に
より故人を偲びました。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 令和4年度後期鹿児島大学留学生後援会奨学金授与式を開催
2月13日、令和4年度後期鹿児島大学留学生後援会奨学金授与式が行われました。
本奨学金は、鹿児島大学留学生後援会が私費外国人留学生に対して経済的支援を行うこと
で学習効果を高めることを目的としており、今回は、3名の留学生に奨学金が支給されました。
授与式では、後援会会長である佐野 輝学長が、出席した3名に奨学金を手渡し、「世界が新
型コロナウイルス感染拡大の影響を受け大変な状態の中で、留学生の皆様も不慣れな異国の
地での生活に苦労しながら、自己の目的を達成するために、勉学に励んでおられる。これからも積極的に学ぶ姿勢を
持ち続け、研鑽を積むことにより、自己の目的を達成するとともに、留学を終え帰国した後も日本及び鹿児島とのつ
ながりを持ち続け、母国との懸け橋になっていただくことを期待している。」と激励の言葉を贈りました。
留学生を代表して、農学部の張 封佳（チョウ フウカ）さんは、「奨学生に採用していただき、心から感謝している。
今後、自分の研究価値を拡大するように、日本と中国の架け橋になれるように、一生懸命頑張っていきたい。」と感
謝の意と抱負を述べました。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 【寄稿】「樟寿会便り」
鹿児島大学樟寿会は鹿児島大学名誉教授の親睦団体です。昨年度と同様、本年度も新型コロナの新たな感染拡大の
兆候が見られたため、会食を伴う「懇親会」は自粛し、Zoomを利用したオンライン併用で、11月19日（土）13時
30分より、「第19回樟寿会総会・記念講演会」が稲盛アカデミーA11講義室で開催されました。参加者はオンライン
参加者10名を含めて45名でした。遠方では名古屋市、宇治市、長崎市からのオンライン参加がありました。
冒頭、昨年の総会からの物故者10名の方々の御霊に黙祷を捧げたのち、「総会」に入り、
吉田浩己会長の挨拶に続いて、会場参加の新入会員、隅田泰生会員（R4、理工学研究科（工
学系））、愛甲正会員（R4、理工学研究科（理学系））の自己紹介がありました。引き続き、
中谷宗弘会員（H.18、理）を議長に選出して議事に移り、前総会からの活動報告、令和3年
度会計報告が承認されました。
その後、小休憩を取ったのち、本会顧問の佐野輝学長から鹿児島大学の現状と展望につ
いて詳しいお話がありました。学長就任以来、厳しい財政事情を抱える中でこれを克服し、地域貢献を重視した総合
大学として各方面から高く評価される特色ある取り組みを推進されてきたこれまでの経過と更なる発展の展望につい
て話されました。
「記念講演」は、本会会員の種村完司氏（H.22、教育）による、「『葉隠』の実相－この書の魅力と限界－を語る」と題
するものでした。『葉隠』とは、佐賀藩2代藩主鍋島光茂にお側役として仕えた山本常朝（1659－1719年）が主君亡
き後、出家し隠棲していた約7年間の談話を、後輩の田代陣基が筆録して成った『葉隠聞書』のことです。時代の過
渡期にあって、自らの死生観、武士倫理、喜怒哀楽を本音で語っている点が魅力であり、名誉と誇りを重んじる「武
士道」と「奉公人道」との葛藤、自律と服従との矛盾の中で職責を全うした生きざまは、組織の中で生きる現代人に
も訴えるものがある、というのが種村氏の見解でした。

2022.11 - 2023.2

◆
一
般
資
金

個
人

【
三
十
万
円
】

日
髙

　良
廣

【
二
十
万
円
】

山
口

　大
地

野
口

　愛
子

【
十
万
円
】

樋
口

　一
也

【
五
万
円
】

遠
矢

　良
樹

【
四
万
円
】

松
成

　裕
子

【
二
万
円
】

髙
村

　和
弘

税
所

　將
晃

【
一
万
円
】

山
崎

　吉
朗

豊
福

　成
史

【
千
円
】

直
井

　小
百
合

辻

　潔

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

福
元

　太

田
中

　賢
治

尾
守

　弘
充

城
山

　和
久

嶽
崎

　俊
郎

鬼
丸

　円

青
木

　俊
憲

坪
田

　信
一
郎

三
井

　薫

尾
崎

　正
祥

山
下

　憲
一
郎

藤
掛

　亮
介

松
見

　信
太
郎

小
林

　義
孝

東

　樹
志

山
本

　幸
司

西
澤

　保
孝

森
川

　勇
一

中
村

　雅
之

根
路
銘

　安
仁

団
体
等

【
百
万
円
】

鹿
児
島
大
学
同
窓
会
連
合
会

【
六
十
万
円
】

株
式
会
社
久
永

【
二
十
万
円
】

エ
ス
オ
ー
シ
ー
株
式
会
社

【
十
五
万
円
】

鹿
児
島
大
学
О
B
・
О
G

ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

【
十
万
円
】

ソ
フ
ト
マ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

大
福
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社

【
五
万
円
】

株
式
会
社
ヤ
マ
シ
タ
ジ
ム
キ

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

公
益
財
団
法
人
米
盛
誠
心
育
成
会

有
限
会
社
水
迫
畜
産

株
式
会
社
し
ん
ぷ
く

九
錦
設
備
工
業
株
式
会
社

ア
ジ
ア
宇
宙
環
境
研
究コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム

テ
ク
ノ
冷
熱
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　中
津
野
忠
文

市
成
建
設
株
式
会
社

ブ
ル
ー
ム
ビ
ル
ド
株
式
会
社

有
限
会
社
渕
上
事
務
器

株
式
会
社
金
海
堂

株
式
会
社
南
和
ク
リ
エ
イ
ト

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

四
十
四
名

◆
リ
サ
イ
ク
ル
募
金

四
本

　美
由
紀

高
橋

　啓
三

上
山

　誠
郎

宮
崎

　将
尊

張

　秀
娟

安
達

　雅
枝

蓮
尾

　泰
三

松
成

　裕
子

齊
之
平

　浩

山
口

　大
地

舟
橋

　惠
子

田
城

　麻
紀

南
田

　幸
子

藤
本

　知
恵
子

石
井

　聖
子

山
中

　英
賢

国
﨑

　栄
子

太
田

　道
明

鳥
飼

　久
裕

澤
井

　弘
三
朗

吉
見

　慎
太
郎

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

四
十
名

◆
修
学
支
援
事
業
基
金

個
人

【
十
二
万
円
】

田
中

　達
朗

【
十
万
円
】

比
嘉

　健
裕

樋
口

　一
也

【
三
万
円
】

西
並

　眞
吾

【
一
万
円
】

日
高

　貴
子

髙
橋

　宏
德

勢
井

　由
美
子

【
五
千
円
】

樋
ノ
口

　正
光

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

有
銘

　工

岡
本

　実
佳

戸
倉

　瑞
木

山
口

　大
地

並
松

　靖
子

井
本

　剛
司

前
村

　政
博

上
田

　眞

須
藤

　正
幸

及
川

　豊

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

十
九
名

◆
歯
学
部
基
金

【
六
十
万
円
】

医
療
法
人
ほ
て
い
や
歯
科布

袋
屋
智
朗

【
五
十
一
万
円
】

鹿
児
島
大
学
歯
学
部
後
援
会

【
十
万
円
】

医
療
法
人
英
成
会神

谷
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科

【
六
万
円
】

西
村

　正
宏

【
五
万
円
】

柳
田

　敏
孝

医
療
法
人
仁
慈
会
太
田
歯
科
医
院

太
田

　博
見

【
一
万
円
】

三
宅

　一
範

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

片
山

　荘
太
郎

萩
原

　和
繁

西
谷

　佳
浩

有
村

　憲
治

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

六
名

◆
鹿
児
島
大
学
病
院
基
金

【
百
万
円
】

株
式
会
社
ア
ー
ス
テ
ク
ノ

手
塚

　善
久

【
五
十
万
円
】

一
般
財
団
法
人
親
和
会

宇
都

　忠
和

【
三
十
万
円
】

伊
地
知

　藤
雄

【
十
万
円
】

久
保

　直

山
崎

　正
人

嶽
崎

　俊
郎

【
五
万
円
】

宮
ヶ
谷

　理
恵

佐
藤

　秀
夫

【
三
万
円
】

稲
田

　年
輝

西
元

　ま
り
子

【
一
万
円
】

鹿
児
島
大
学
病
院
Ｂ
棟
6
階
病
棟

山
下

　薫

森

　秀
樹

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

中
村

　智
子

茂
岡

　和
英

南

　隆

堀
下

　千
鶴

三
井

　薫

吉
留

　正
次

渡
辺

　京
子

小
原

　厚
子

萩
元

　美
恵
野

西
谷

　佳
浩

伊
東

　勝
二

株
式
会
社
し
ん
ぷ
く

田
中

　八
重
子

池
上

　智
志

佐
藤

　真
紀
子

中
村

　雅
之

衛
藤

　誠
二

家
入

　里
志

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

二
十
五
名

◆
練
習
船
基
金

【
十
万
円
】

河
野

　萬
里

【
三
万
円
】

遠
矢

　良
樹

【
一
万
円
】

川
合

　恭

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

瀬
戸
口

　浩

濱
崎

　健
一

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

三
名

◆
医
学
部
医
学
科
教
育
基
金

【
二
万
円
】

宮
原

　広
典

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

嶽
崎

　俊
郎

三
井

　薫

◆
教
育
学
部
附
属
学
校
園
基
金

【
十
万
円
】

上
谷

　順
三
郎

【
九
百
七
十
円
】

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校

P
T
A
研
修
部
旅
行
班

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

野
村

　浩
史

武
隈

　晃

楠
原

　豊

小
田
原

　恵

佐
藤

　壮
司

尾
籠

　り
か

樋
髙

　寛
子

西

　由
華

福
田

　留
美

三
輪

　玲
子

山
下

　泉

鵜
飼

　竜
太
郎

有
村

　純
頼

及
川

　豊

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

七
名

◆
動
物
病
院
基
金

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

中
村

　智
子

眞
弓

　由
香

原
田

　直
美

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

四
名

◆
工
学
部
創
立
七
十
五
周
年

　記
念
事
業
基
金

【
七
万
円
】

山
口

　明
伸

◆
鹿
児
島
大
学

　理
学
基
礎
研
究
支
援
金

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

一
名

◆
か
ぎ
ん「
玉
里
文
庫
」

　貴
重
書
保
存
事
業
基
金

【
一
千
万
円
】

株
式
会
社
鹿
児
島
銀
行
地
域
支
援
部

鹿大｢進取の精神｣支援基金への寄附者様ご芳名一覧
鹿大｢進取の精神｣支援基金へのご協力を賜りました皆様に心より御礼申し上げます。お受けいたしました寄附金は、基金の目的に沿って有意義に活用させていただ

きます。ご寄附いただきました皆様方への感謝の意を込めまして、ご芳名等を掲載させていただきます。
なお、ご意向により、ご芳名等の掲載をご希望されない寄附者様につきましては、本誌に掲載いたしておりません。今後とも、鹿児島大学へのご支援、ご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。
令和5年3月   国立大学法人鹿児島大学   学長　佐野 輝

【2022年1月から2022年12月までの寄附者様】 （順不同・敬称略）

学内視察の様子（共同獣医学部での遠隔授業概要説明）

お別れの会の様子

佐野輝学長の講話
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進め! 
鹿大生

鹿大トピックス

人

や

物

、

そ

し

て

想

い

を

乗

せ

て

。

地

域

を

つ

な

ぐ

パ

イ

ロ

ッ

ト

目

指

し

て

、

飛

翔

！

国
生
侑
巨
さ
ん
、小
池
明
輝
さ
ん
は
、パ
イ

ロ
ッ
ト
に
な
る
と
い
う
幼
少
期
か
ら
の
夢
を
胸

に
、第
２
期
S
K
Y
C
A
M
P（
2
0
2
2
年

2
〜
3
月
実
施
）に
参
加
。8
人
の
参
加
者
か

ら
選
抜
さ
れ
、こ
の
春
、パ
イ
ロッ
ト
養
成
機
関
で

あ
る
崇
城
大
学（
熊
本
市
）へ
進
学
し
ま
す
。

2
週
間
の
S
K
Y
C
A
M
P
は
、操
縦
桿
を

操
っ
て
大
空
を
飛
ぶ
感
動
と
技
術
・
知
識
の
向

上
に
加
え
、、さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
を
得
る
場

だ
っ
た
、と
二
人
は
振
り
返
り
ま
す
。「
8
人
で

情
報
を
共
有
し
て
の
飛
行
は
、チ
ー
ム
の一
体
感

を
味
わ
う
素
晴
ら
し
い
体
験
。実
際
の
飛
行
も

操
縦
士
の
ほ
か
C
A
、整
備
士
、管
制
官
と
多
く

の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た

（
小
池
さ
ん
）」「
年
下
の
他
学
部
生
の
ほ
か
、他

大
学
で
航
空
操
縦
を
専
攻
し
て
い
る
学
生
と
も

議
論
を
交
わ
し
、コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
が
鍛

え
ら
れ
ま
し
た（
国
生
さ
ん
）」

夢
へ
の
糸
口
を
つ
か
ん
だ
二
人
か
ら
後
輩
へ

贈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
く
と「
迷
っ
た
と
し
て
も

ま
ず
挑
戦
を
。や
っ
て
み
た
ら
違
う
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、そ
こ
で
得
た
知
識
や
経
験
は
き
っ
と

役
に
立
ち
ま
す
。趣
味
で
も
好
き
な
事
で
も
、ぜ

ひ
追
究
し
て
み
て（
国
生
さ
ん
）」「
思
い
は
実
現

す
る
、と
稲
盛
和
夫
鹿
児
島
大
学
名
誉
博
士
も

お
っ
し
ゃっ
て
い
ま
す
が
、僕
自
身
、な
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
夢
に
向
け
、独
学
で
資
格
を
取
っ
た

り
、英
語
を
勉
強
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。な
に

か
少
し
で
も
努
力
を
継
続
す
る
と
、思
っ
て
い
る

自
分
に
い
つ
か
な
れ
る
よ
、と
い
う
こ
と
を
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す（
小
池
さ
ん
）」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。将
来
は「
安
全
な
運
航
を
通
じ
て
自
分

た
ち
を
育
ん
で
く
れ
た
鹿
児
島
に
貢
献
し
た
い
。

人
と
物
資
だ
け
で
は
な
く
、ワ
ク
ワ
ク
や
期
待
と

いっ
た
人
の
想
い
も
し
っ
か
り
運
ぶ
こ
と
の
で
き

る
パ
イ
ロッ
ト
に
な
り
た
い
」と
い
う
の
が
共
通
の

思
い
で
す
。

※
操
縦
飛
行
体
験
Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
は
、2
0
2
0
年
度
よ
り
実
施
し

て
い
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
す
。参
加
翌
年
度
卒
業
・
修
了
見
込
み

の
学
生
は
、文
理
・
性
別
問
わ
ず
に
エ
ン
ト
リ
ー
可
能
で
す
。

鹿児島大学は、地域活性化の中核的拠点として、学生のグローバル教育の推進や
地域に貢献する人材の育成など教育研究支援の強化に取り組むため、鹿大「進取の
精神」支援基金を創設し、寄附のご協力をお願いしております。つきましては、本
基金の趣旨にご賛同いただき、皆様のご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上
げます。
なお、本学への寄附につきましては、所得税法、法人税法上の優遇措置の対象と
なります。

【お問い合わせ先】　鹿児島大学総務課基金・渉外係
TEL：099-285-3101　FAX：099-285-3854
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ： https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/

鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附のお願い

読者アンケートの
ご協力のお願い

本誌に関する皆様からの率直な
ご意見・ご感想についてお待ち
しております。

アンケートは
こちらから！

#3

三州技術コンサルタント（株）

with KU

道路、橋梁、上下水道、砂防、農業用
ため池といったインフラを整備/維
持補修するための計画策定、測量
設計、調査などを行う会社です。技
術と英知を結集して、地域社会の発
展に寄与することを会社の使命とし
ております。

選択した分野で専門性を確立し、技
術者としての自覚と責任感を持ち、
さらなる技術力向上のため日々研
鑽に努めてください。また、少子化の
進むこれからの時代、産業界ではIT, 
AI等の技術を活利用し、生産性を高
めることが求められております。

貴社の業務やSDGsへの取り組み
などについて教えてください

本学の学生に向けて
応援メッセージをお願いします！

［パートナー企業紹介］

CONTENTS

特集 2

鹿児島大学先端科学
研究推進センター開設から１年
～高度な研究・教育の支援・推進と
地域イノベーションへの貢献をめざ
して～

潜入ルポ ～学びの部屋～ 8

「方言学入門」
共通教育センター
初年次教育・教養教育部門
坂井 美日 准教授

先輩からのメッセージ 10

NPO 法人 かごしま子どもと自然研究所
かごしま森のようちえん 統括責任者
市川 雪絵 さん

Scholar Interview ～研究室から～ 12

大学院理工学研究科（理学系）
理学専攻生物学プログラム
上野 大輔 准教授

知のタネ 14

消費者行動に影響を与える
心理学的アプローチ
法文学部人文学科心理学コース
山﨑 真理子 准教授

鹿大トピックス 16

経営協議会学外委員等による
学内視察を実施

ほか

with KU ～パートナー企業紹介～ 18

三州技術コンサルタント㈱

進め！ 鹿大生 19

大学院理工学研究科
理学専攻・宇宙プログラム2年
国生 侑巨 さん
理学部地球環境科学科4年
小池 明輝 さん

鹿大プラス 20

オリジナルマグカップ

NO.222
2023 SPRING

座右の銘 座右の銘

雲外蒼天
天体観測装置に取り付ける電
子回路の研究をしているので
すが、うまく動作しないことや、
目標の性能に達しないことも
あります。それらの難しい課題
をクリアした時、雲を抜けたよ
うな達成感や解放感があり、そ
こで見える景色は青空のよう
です。中学時代に所属していた
卓球部の横断幕に書かれていた
「飛翔」という言葉を、大学院
生らしくバージョンアップした
座右の銘です。（国生さん）

身を殺して仁を成す
小学生の頃から続けているラ
グビーを通し、高校生の頃出
会った言葉です。稲盛和夫鹿児
島大学名誉博士の「利他の心」
に近い考え方だと思いますが、
自分の身を削ってでも人のた
めに何かをするということはま
さに「仁」だと思います。自分が
一番という気持ちを少し抑え
て、誰かのために役立ったり助
けたりすることで自分の人生も
豊かになるのかなと考えていま
す。（小池さん）

「訓練機から見た桜島。SKYCAMPな
らではの景色だと思います」
（写真提供／JGAS）

「SKYCAMPに参加することで、自分
の立ち位置がわかります。少しでも興
味があれば航空業界を志す人以外に
もお勧めします」

大学院理工学研究科 理学専攻・宇宙プログラム2年

国生 侑巨 さん
Yuki Kokusho

理学部地球環境科学科4年

小池 明輝 さん
Haruki Koike
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国
生
侑
巨
さ
ん
、小
池
明
輝
さ
ん
は
、パ
イ

ロ
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ト
に
な
る
と
い
う
幼
少
期
か
ら
の
夢
を
胸

に
、第
２
期
S
K
Y
C
A
M
P（
2
0
2
2
年

2
〜
3
月
実
施
）に
参
加
。8
人
の
参
加
者
か

ら
選
抜
さ
れ
、こ
の
春
、パ
イ
ロッ
ト
養
成
機
関
で

あ
る
崇
城
大
学（
熊
本
市
）へ
進
学
し
ま
す
。

2
週
間
の
S
K
Y
C
A
M
P
は
、操
縦
桿
を

操
っ
て
大
空
を
飛
ぶ
感
動
と
技
術
・
知
識
の
向

上
に
加
え
、、さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
を
得
る
場

だ
っ
た
、と
二
人
は
振
り
返
り
ま
す
。「
8
人
で

情
報
を
共
有
し
て
の
飛
行
は
、チ
ー
ム
の一
体
感

を
味
わ
う
素
晴
ら
し
い
体
験
。実
際
の
飛
行
も

操
縦
士
の
ほ
か
C
A
、整
備
士
、管
制
官
と
多
く

の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た

（
小
池
さ
ん
）」「
年
下
の
他
学
部
生
の
ほ
か
、他

大
学
で
航
空
操
縦
を
専
攻
し
て
い
る
学
生
と
も

議
論
を
交
わ
し
、コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
が
鍛

え
ら
れ
ま
し
た（
国
生
さ
ん
）」

夢
へ
の
糸
口
を
つ
か
ん
だ
二
人
か
ら
後
輩
へ

贈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
く
と「
迷
っ
た
と
し
て
も

ま
ず
挑
戦
を
。や
っ
て
み
た
ら
違
う
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、そ
こ
で
得
た
知
識
や
経
験
は
き
っ
と

役
に
立
ち
ま
す
。趣
味
で
も
好
き
な
事
で
も
、ぜ

ひ
追
究
し
て
み
て（
国
生
さ
ん
）」「
思
い
は
実
現

す
る
、と
稲
盛
和
夫
鹿
児
島
大
学
名
誉
博
士
も

お
っ
し
ゃっ
て
い
ま
す
が
、僕
自
身
、な
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
夢
に
向
け
、独
学
で
資
格
を
取
っ
た

り
、英
語
を
勉
強
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。な
に

か
少
し
で
も
努
力
を
継
続
す
る
と
、思
っ
て
い
る

自
分
に
い
つ
か
な
れ
る
よ
、と
い
う
こ
と
を
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す（
小
池
さ
ん
）」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。将
来
は「
安
全
な
運
航
を
通
じ
て
自
分

た
ち
を
育
ん
で
く
れ
た
鹿
児
島
に
貢
献
し
た
い
。

人
と
物
資
だ
け
で
は
な
く
、ワ
ク
ワ
ク
や
期
待
と

いっ
た
人
の
想
い
も
し
っ
か
り
運
ぶ
こ
と
の
で
き

る
パ
イ
ロッ
ト
に
な
り
た
い
」と
い
う
の
が
共
通
の

思
い
で
す
。

※
操
縦
飛
行
体
験
Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
は
、2
0
2
0
年
度
よ
り
実
施
し

て
い
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
す
。参
加
翌
年
度
卒
業
・
修
了
見
込
み

の
学
生
は
、文
理
・
性
別
問
わ
ず
に
エ
ン
ト
リ
ー
可
能
で
す
。

鹿児島大学は、地域活性化の中核的拠点として、学生のグローバル教育の推進や
地域に貢献する人材の育成など教育研究支援の強化に取り組むため、鹿大「進取の
精神」支援基金を創設し、寄附のご協力をお願いしております。つきましては、本
基金の趣旨にご賛同いただき、皆様のご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上
げます。
なお、本学への寄附につきましては、所得税法、法人税法上の優遇措置の対象と
なります。

【お問い合わせ先】　鹿児島大学総務課基金・渉外係
TEL：099-285-3101　FAX：099-285-3854
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ： https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/

鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附のお願い

読者アンケートの
ご協力のお願い

本誌に関する皆様からの率直な
ご意見・ご感想についてお待ち
しております。

アンケートは
こちらから！

#3

三州技術コンサルタント（株）

with KU

道路、橋梁、上下水道、砂防、農業用
ため池といったインフラを整備/維
持補修するための計画策定、測量
設計、調査などを行う会社です。技
術と英知を結集して、地域社会の発
展に寄与することを会社の使命とし
ております。

選択した分野で専門性を確立し、技
術者としての自覚と責任感を持ち、
さらなる技術力向上のため日々研
鑽に努めてください。また、少子化の
進むこれからの時代、産業界ではIT, 
AI等の技術を活利用し、生産性を高
めることが求められております。

貴社の業務やSDGsへの取り組み
などについて教えてください

本学の学生に向けて
応援メッセージをお願いします！

［パートナー企業紹介］

CONTENTS

特集 2

鹿児島大学先端科学
研究推進センター開設から１年
～高度な研究・教育の支援・推進と
地域イノベーションへの貢献をめざ
して～

潜入ルポ ～学びの部屋～ 8

「方言学入門」
共通教育センター
初年次教育・教養教育部門
坂井 美日 准教授

先輩からのメッセージ 10

NPO 法人 かごしま子どもと自然研究所
かごしま森のようちえん 統括責任者
市川 雪絵 さん

Scholar Interview ～研究室から～ 12

大学院理工学研究科（理学系）
理学専攻生物学プログラム
上野 大輔 准教授

知のタネ 14

消費者行動に影響を与える
心理学的アプローチ
法文学部人文学科心理学コース
山﨑 真理子 准教授

鹿大トピックス 16

経営協議会学外委員等による
学内視察を実施

ほか

with KU ～パートナー企業紹介～ 18

三州技術コンサルタント㈱

進め！ 鹿大生 19

大学院理工学研究科
理学専攻・宇宙プログラム2年
国生 侑巨 さん
理学部地球環境科学科4年
小池 明輝 さん

鹿大プラス 20

オリジナルマグカップ

NO.222
2023 SPRING

座右の銘 座右の銘

雲外蒼天
天体観測装置に取り付ける電
子回路の研究をしているので
すが、うまく動作しないことや、
目標の性能に達しないことも
あります。それらの難しい課題
をクリアした時、雲を抜けたよ
うな達成感や解放感があり、そ
こで見える景色は青空のよう
です。中学時代に所属していた
卓球部の横断幕に書かれていた
「飛翔」という言葉を、大学院
生らしくバージョンアップした
座右の銘です。（国生さん）

身を殺して仁を成す
小学生の頃から続けているラ
グビーを通し、高校生の頃出
会った言葉です。稲盛和夫鹿児
島大学名誉博士の「利他の心」
に近い考え方だと思いますが、
自分の身を削ってでも人のた
めに何かをするということはま
さに「仁」だと思います。自分が
一番という気持ちを少し抑え
て、誰かのために役立ったり助
けたりすることで自分の人生も
豊かになるのかなと考えていま
す。（小池さん）

「訓練機から見た桜島。SKYCAMPな
らではの景色だと思います」
（写真提供／JGAS）

「SKYCAMPに参加することで、自分
の立ち位置がわかります。少しでも興
味があれば航空業界を志す人以外に
もお勧めします」

大学院理工学研究科 理学専攻・宇宙プログラム2年

国生 侑巨 さん
Yuki Kokusho

理学部地球環境科学科4年

小池 明輝 さん
Haruki Koike
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鹿児島大学
先端科学研究推進センター
開設から１年

特 集

●編集・発行／鹿児島大学広報センター
〒890-8580 鹿児島市郡元一丁目21番 24号
TEL: 099-285-7035　FAX: 099-285-3854
E-mail: sbunsho@kuas.kagoshima-u.ac.jp

2023年 3月発行

郡元キャンパスの農学部前正門付近は、皇太子殿下御手植記念之碑や農学部附属演習林
開山百周年記念石碑、開校80周年樹、奄美の高倉など、本学の様々な歴史を知ることができ
ます。また、春には緒方通りの寒緋桜が満開になり、行き交う人々を楽しませてくれます。

表紙イラスト　持橋 真実（イラストレーター）
鹿児島大学教育学部美術専修卒業。漫画、イラスト、似顔絵、
ロゴ制作など。かわいい、やさしい雰囲気が得意。2014年よ
り吉野温泉、生協コープ玉龍店、下田古民家、下伊敷カフェなどでギャラリーのディレク
ションを行う。2019年鹿児島市『げいじゅつたいけん！かんまちあ』で漫画講師をきっ
かけに、子供や大人向けの漫画講座も行う。

鹿大プラスでは、鹿児島大学インフォメーションセンターで販売している鹿児島
大学の研究・教育活動の成果として完成した商品を紹介します。

�
�
�
�
�

�
�
�
�

お求め・お問い合わせ先 インフォメーションセンター（鹿児島大学正門横）

鹿大プラス

☎099-285-3864　開館時間：月曜日～金曜日（休日・祝祭日を除く）　９：30～16：30（昼休み13：00～14：00）

今号の表紙「正門での新たな出会い」

「オリジナルマグカップ」

kagoshima_univ.koho

Instagramでも情報発信中！
＊本誌掲載の写真は撮影時のみマスクをはずしています。

mochihashimami

Instagram

　可愛らしい表情のさっつんと「かごんまの色」がコラボ。カラフルな色合いに仕上がりました。ご自宅用や大事な

方への贈り物におすすめです。

価格：580円（税込） 容量：310m l
陶器：10 5×92×80mm  素材：ストーンウェア


